
63

22ハードウェア 編
Expressサーバ本体のハードウェアについて説明します。

各部の名称と機能（→64ページ）........................................... Expressサーバの各部の名称と機能についてパー
ツ単位に説明しています。

設置と接続（→74ページ）........................................................ Expressサーバの設置にふさわしい場所や背面の
コネクタへの接続について説明しています。

基本的な操作（→79ページ）....................................................電源のONやOFFの方法およびフロッピーディス
クやCD-ROMのセット方法などについて説明し
ています。

オプションの取り付け（→93ページ）...................................本装置にオプションを取り付けるときにご覧くだ
さい。

ケーブル接続（→124ページ）.................................................Expressサーバの内部/外部へのケーブル接続例
を示します。背面にあるケーブルの接続について
は「設置と接続」をご覧ください。

システムコンフィグレーション（→132ページ）................専用のユーティリティを使って本装置の基本入出
力システムの設定を変更する方法について説明し
ています。内部メモリ（CMOS）のクリア方法や内
部のアドレス、割り込みの設定についても説明し
ています。

RAIDコンフィグレーション（→160ページ）......................ディスクアレイBIOSユーティリティの使い方と
設定について説明しています。

オプションPCIボードのBIOS（→179ページ）...................オプションのSCSIコントローラなど搭載されて
いるBIOSユーティリティに関して説明していま
す。

リセット（→180ページ）......................................................... Expressサーバをリセットする方法について説明
します。

ONL-059aN-120Le-000-02-0011ONL-3102gN-120Ga-000-02-0409
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各部の名称と機能
本装置の各部の名称を次に示します。

装置前面

① フロントドア

POWERスイッチ、5.25インチデバイス、CD-ROMドライ
ブ、フロッピーディスクドライブを取り扱うときや3.5イ
ンチデバイスベイにハードディスクドライブを取り付ける
（または取り外す）ときに開ける。添付のセキュリティキー
でロックすることができる（→79ページ）。

<N8100-1009Y/1010Y>と<N8100-888/940/993Y/
994Y>ではフロントドアが異なります。本マニュアルでは
<N8100-1009Y/1010Y>のフロントドアで記載しており
ます。

② キースロット

フロントドアをロック/解除するセキュリティキーの差し
口（→79ページ）。

①②

③

④ ⑤ ⑥

③ スタビライザ（前後に各2個）

転倒防止用のストッパ。

④ DISK ACCESSランプ（緑色）

内蔵のハードディスクドライブにアクセスしているときに
緑色に点滅する。（→71ページ）。

⑤ POWER/SLEEPランプ（緑色）

電源をONにすると緑色に点灯する。電源をOFFにすると
消灯する（→71ページ）。またシステムがスリープ状態の
ときに点滅する。

⑥ STATUSランプ

本装置では機能しない。

<N8100-1009Y/1010Y> <N8100-888/940/993Y/994Y>

①②

④ ⑤ ⑥

③
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1 2

①

④

⑥ ②

⑧

⑨

③

⑤

⑤-1

⑤-2

⑤-3

②-1 ②-2 ②-3 ②-4 ②-5 ②-6

⑦

本装置では
機能しない

本装置では
機能しない

③

④③

<N8100-888/940・IDEホットプラグモデル>

<N8100-994Y/1010Y・
SCSIホットプラグモデル>

<N8100-993Y/1009Y・
IDEハードディスクドライブ固定モデル>

装置前面（フロントドアを開いた状態）

モデルによってハードディスクドライブを搭載する部分の形状が異なります。ここでは、
IDEホットプラグモデル（N8100-888/940）を中心に各部の名称を説明します。ハードディ
スクドライブの搭載部に関してはモデル別に示します。
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① 5.25インチデバイスベイ

オプションのDATドライブやAITドライブなどを取り付け
る場所（→107ページ）。下のスロットからスロット1～3。

② CD-ROMドライブ

CD-ROMのデータの読み出しを行う（→91ページ）。

②-1 ヘッドフォンジャック
②-2 ボリューム
②-3 アクセスランプ
②-4 トレー
②-5 強制イジェクトホール
②-6 オープン/クローズボタン

③ 3.5インチハードディスクドライブベイ

ハードディスクドライブ増設用スロット。

<N8100-888/940・IDEホットプラグモデル>

最大4台まで搭載可能で、下から順番に搭載する（3台
（80GBx3）標準装備）。ディスクアレイを構築済みで出荷時
はRAID5で構築済み。ホットスワップ対応（→98ページ）。

<N8100-993Y/1009Y・IDEハードディスクドライブ固定
モデル>

最大4台まで搭載可能で、上からPrimary IDE Master、
Primary IDE Slave、Secondary IDE Master、Secondary
IDE Slaveに設定して搭載する（→103ページ）。

<N8100-994Y/1010Y・SCSIホットプラグモデル>

最大6台まで搭載可能で、下から順番に搭載する（3台
（73.2GBx3）標準装備）。ディスクアレイを構築済みで出荷時
はRAID5で構築済み。ホットスワップ対応。SCSI IDは下か
ら順にID0～ID5で固定に設定されている（→98ページ）。

④ DISKランプ（緑色/アンバー色）

取り付けているハードディスクドライブにアクセスしてい
るときに緑色に点灯する（→72ページ）。ハードディスク
ドライブが故障するとアンバー色に点灯し、リビルド中は
緑色とアンバー色に交互に点滅する。

⑤ 3.5インチフロッピーディスクドライブ

3.5インチフロッピーディスクを挿入して、データの書き
込み/読み出しを行う装置（→89ページ）。

⑤-1 イジェクトボタン
⑤-2 ディスク挿入口
⑤-3 フロッピーディスクアクセスランプ（アクセス中は

緑色に点灯）

⑥ POWERスイッチ

電源をON/OFFするスイッチ。一度押すとPOWER/
SLEEPランプが点灯し、ONの状態になる（→80ページ）。
もう一度押すと電源をOFFにする（→88ページ）。4秒以上
押し続けると強制的にシャットダウンする（→180ペー
ジ）。

⑦ RESETスイッチ

本体をリセットするスイッチ（→180ページ）。

⑧ DUMPスイッチ

本体に起きたイベントログを採取する（→250ページ）。

⑨ ランプ（64ページ参照）
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装置背面

②

③

⑥ ⑤

⑧

⑦

⑨

⑩

① 電源ユニット

ExpressサーバにDC電源を供給する装置。

② ACインレット

電源コードを接続するソケット（→77ページ）。

③ シリアルポートBコネクタ

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（→77ペー
ジ）。
なお、専用回線に直接接続することはできません。

④ PCIボード増設用スロット

オプションのPCIボードを取り付けるスロット（→110ペー
ジ）。

⑤ マウスコネクタ

添付のマウスを接続する（→77ページ）。

⑥ USB1～2コネクタ

USBインタフェースに対応している機器と接続する（→77
ページ）。右から順にコネクタ1・コネクタ2と割り当てら
れている。

⑦ キーボードコネクタ

添付のキーボードを接続する（→77ページ）。

⑪

④

⑫
⑬

①

⑧ シリアルポートAコネクタ

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（→77ペー
ジ）。
なお、専用回線に直接接続することはできません。

⑨ プリンタポートコネクタ

セントロニクスインタフェースを持つプリンタと接続する
（→77ページ）。

⑩ モニタコネクタ

ディスプレイ装置を接続する（→77ページ）。

⑪ LINK/ACTランプ

LANのアクセス状態を示すランプ（→73ページ）。

⑫ LANコネクタ

LAN上のネットワークシステムと接続する（→77ペー
ジ）。1000Base-T/100Base-TX/10Base-Tに対応。

⑬ 1000/100/10ランプ

標準装備のLANポートの転送速度を示すランプ（→73ペー
ジ）。
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装置内部

図は、内部に取り付けられているCPUダクトカバーを取り外した状態のものです。

① ③

① 電源ユニット

② CPU2（オプション）

③ CPU1（標準装備）

④ DIMM（Slot #1に標準装備）

⑤ 5.25インチデバイスベイ（4スロット）

4スロット中、標準装備のCD-ROMドライブで1スロット使
用。残り3スロット中、シングルハイトのデバイスの場合
は、最大2台搭載可能。

⑥ CD-ROMドライブ

④②

⑦

⑥

⑤

⑪

⑨ ⑧⑩

⑦ 3.5インチフロッピーディスクドライブ

⑧ 3.5インチハードディスクドライブベイ

ハードディスクドライブ4台を搭載可能。

⑨ マザーボード

⑩ ディスクアレイコントローラ（IDEホットプラグモデルおよ
び、SCSIホットプラグモデルのみ）

搭載スロットはボードによって異なることがあります。図
は、N8100-888/940の場合を示しています。

⑪ 冷却ファン
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① CPU1ソケット

② CPU2ソケット

③ 電源コネクタ

④ 電源コネクタ

⑤ 未使用コネクタ

⑥ DIMMソケット（左からSlot（group） #1～Slot（group） #4）

Slot（group） #1にDIMMを標準装備。増設は1枚単位。

⑦ Ultra ATA 66コネクタ（CD-ROMドライブ用）

⑧ Ultra ATA100コネクタ（Secondary、ハードディスクドラ
イブ用）

⑨ Ultra ATA100コネクタ（Primary、ハードディスクドライブ
用）

⑩ フロッピーディスクドライブコネクタ

⑪ 冷却ファンコネクタ（未使用）

* ここでは本装置のアップグレードや保守（部品交換など）の際に使用するコネクタのみあげています。その他のコネクタや部品につ
いては出荷時のままお使いください。

マザーボード

② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑨

⑩

⑬

⑧

⑫⑭⑰ ⑯⑱

⑳

⑮

⑫ DAC LEDコネクタ

⑬ リチウムバッテリ

⑭ 冷却ファンコネクタ（未使用）

⑮ フロントパネルインタフェースコネクタ

⑯ CMOS/パスワードクリア用ジャンパスイッチ（156ページ
参照）

⑰ PCIボードスロット（5スロット、上からPCI#1→PCI#2→
PCI#3→PCI#4→PCI#5）

PCI #1～#4: 64-bit/33MHz
PCI #5: 32-bit/33MHz（標準装備のディスク

アレイコントローラ用）
⑱ COM Bコネクタ

⑲ 冷却ファンコネクタ（Fan 3）

⑳ 外部接続コネクタ（67ページ参照）

①

⑲
⑪
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ディスクアレイコントローラボード

ディスクアレイコントローラボードはIDEホットプラグモデルおよびSCSIホットプラグモデ
ルに標準装備のボードです。

IDEホットプラグモデル用

① ハードディスクドライブ接続コネクタ

丸数字の後の数字はチャネル番号を示
す（チャネル番号1=ハードディスクド
ライブベイ最上段スロット、チャネル
番号4=ハードディスクドライブベイ最
下段スロット）。

② LEDコネクタ

マザーボード上のDAC LEDコネクタに
接続されている。

③ スピーカ

④ NVRAM

⑤ フラッシュROM

⑥ PCIバスコネクタ

SCSIホットプラグモデル用

  

  

①-1 ②

①-2

①-3

①-4

④

⑤
⑥

③

① ハードディスクドライブ接続コネクタ

② LEDコネクタ

マザーボード上のDAC LEDコネクタに
接続されている。

③ PCIバスコネクタ

④ 外部ハードディスクドライブ接続コネ
クタ（未使用）

①
②

③④
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ランプ表示

Expressサーバのランプの表示とその意味は次のとおりです。

POWER/SLEEPランプ（ ）

Expressサーバの電源がONの間、ランプが緑色に点灯しています。電源がExpressサーバに
供給されていないとPOWER/SLEEPランプが消灯します。

省電力モードをサポートしているOSで、Expressサーバを省電力モードに切り替えるとラン
プが緑色に点滅します。POWERスイッチを押すと、通常の状態に戻ります。

省電力モードはWindows Server 2003/Windows 2000の場合に機能します。また、OSに
よっては一定時間以上、Expressサーバを操作しないと自動的に省電力モードに切り替わる
よう設定したり、OSのコマンドによって省電力モードに切り替えたりすることもできます。

STATUSランプ（ ）

本装置では機能しません。消灯したままです。

DISK ACCESSランプ（ ）

DISK ACCESSランプは3.5インチデバイスベイに取り付けられているハードディスクドラ
イブの状態を示します。
内蔵のハードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に点灯します。

LANアクセスランプ（ ）

本装置では機能しません。消灯したままです。

アクセスランプ

フロッピーディスクドライブとCD-ROMドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ
れているディスクやCD-ROMにアクセスしているときに点灯します。



72

ハードディスクドライブのランプ

IDEホットプラグ/SCSIホットプラグモデルの
3.5インチデバイスベイに搭載しているDISKラ
ンプは表示状態によって意味が異なります。（右
図はIDEホットプラグモデル用のものを示しま
す。SCSIホットプラグモデル用も形状は異なり
ますがランプは同じです。）

ⓦ 緑色に点灯

ハードディスクドライブに電源が供給され
ていることを示します。

ⓦ 緑色に点滅

ハードディスクドライブにアクセスしていることを示します。

ⓦ アンバー色に点灯

ディスクアレイを構成しているときに取り付けているハードディスクドライブが故障し
ていることを示します。

ヒント�

ⓦ ディスクアレイ（RAID1、RAID5）を構成している場合は、1台のハードディスクド
ライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再
構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで行
えます）。

ⓦ ディスクアレイシステムでは、ハードディスクドライブの磁気低下や振動による損
傷が起きた場合など気づかないうちにRAIDの不整合が生じ、運用中や故障したハー
ドディスクドライブの交換時にエラーが起きることがあります。

本装置では、「Consistency Check」を行うことにより、これらのエラーを未然に防
ぐことができます。システムの構築時や運用開始後、アレイ管理ユーティリティ
「Power Console Plus」を使って定期的に「Consistency Check」を実行するようスケ
ジュールを設定してください。また、新規にディスクアレイシステムをコンフィグ
レーションした場合も「MegaRAID Configuration Utility」で「Consistency Check」を
実行してください。

ⓦ 緑色とアンバー色に交互に点滅

ハードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではありませ
ん）。ディスクアレイ構成で、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的に
データのリビルドを行います（オートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とアン
バー色に交互に点灯します。

リビルドを終了するとランプは緑色に点灯します。リビルドに失敗するとランプがアン
バー色に点灯します。

DISKランプ
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重要�

リビルド中にExpressサーバの電源をOFFにすると、リビルドは中断されます。再起
動してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり
直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の注意事項を守って
ください。

ⓦ 電源をOFFにしないでください（いったん電源をOFFにするとオートリビルドは起
動しません）。

ⓦ ハードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけてください。

ⓦ 他にリビルド中のハードディスクドライブが存在する場合は、ハードディスクドラ
イブの交換は行わないでください。

LANコネクタのランプ

背面にあるLANポート（コネクタ）には2つのランプがあります。

ⓦ LINK/ACTランプ

本体標準装備のネットワークポートの状態を
表示します。本体とHUBに電力が供給されて
いて、かつ正常に接続されている間、緑色に
点灯します（LINK）。ネットワークポートが
送受信を行っているときに緑色に点滅します
（ACT）。

LINK状態なのにランプが点灯しない場合
は、ネットワークケーブルの状態やケーブル
の接続状態を確認してください。それでもラ
ンプが点灯しない場合は、ネットワーク
（LAN）コントローラが故障している場合があ
ります。お買い求めの販売店、または保守
サービス会社に連絡してください。

ⓦ 1000/100/10ランプ

標準装備のLANポートは、1000BASE-Tと100BASE-TX、10BASE-Tをサポートしてい
ます。

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフェースで
動作されているかを示します。アンバー色に点灯しているときは、1000BASE-Tで動作
されていることを示します。緑色に点灯しているときは、100BASE-TXで動作されてい
ることを示します。消灯しているときは、10BASE-Tで動作されていることを示します。

LINK/ACT
ランプ

1000/100/10
ランプ
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設置と接続
Expressサーバの設置と接続について説明します。

設　置

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ
以降の説明をご覧ください。

ⓦ　2人以下で持ち上げない

ⓦ　指定以外の場所に設置しない

Expressサーバの設置にふさわしい場所は次のとおりです。

マウスやディスプレイ
装置のケーブルが届く
場所

床の上、または水平で
じょうぶな机や台の上

*　室内温度15℃～25℃の範囲を
    保てる場所での使用をお勧めします。

装置の前後に150mm
以上のスペースがとれる
場所

ほこりの少ない、きれい
で整頓された部屋

突然の停電や瞬電に
よるシステムの停止
を防止するために
無停電電源装置
(UPS)の設置を
お勧めします。

フロントドアを完全に開けることができる
スペースのある場所。（フロントドアは完全
に開けると左側面から約35ミリとびだします。） スタビライザを開いて

本体を設置場所に固定する

以下の条件を満たした場所
　　　　　　<動作時>　　　　　　<休止時>
　室内温度：10℃～35℃　　　　5℃～40℃*
　湿度：　　20%～80%　　　　10%～80%
　温度勾配：±10℃/時　　　　　±15℃/時
　気圧：　　749～1040hpa　　749～1040hpa

添付の電源コード
が届く範囲にある
コンセント

AC100V、平行
二極アース付きの
コンセント

*

設置場所が決まったら、3人以上でExpressサーバの底面をしっかりと持って、設置場所に
ゆっくりと静かに置いてください。

重要�

ⓦ 装置前面のフロントドアを持って、持ち上げないでください。フロントドアが外れて落
下し、装置を破損してしまいます。

ⓦ スタビライザを開いて設置場所に固定してください。
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に
Expressサーバを設置すると、誤動作の原因となります。

温度変化の激しい場所（暖房器、
エアコン、冷蔵庫などの近く）。

強い振動の発生する場所。

腐食性ガスの発生する場所（大気
中に硫黄の蒸気が発生する環境下
など）、薬品類の近くや薬品類が
かかるおそれのある場所。

帯電防止加工が施されていない
じゅうたんを敷いた場所。

物の落下が考えられる場所。

強い磁界を発生させるもの（テレ
ビ、ラジオ、放送／通信用アンテ
ナ、送電線、電磁クレーンなど）の
近く（やむを得ない場合は、保守
サービス会社に連絡してシールド
工事などを行ってください）。

本装置の電源コードを他の接地線
（特に大電力を消費する装置など）
と共用しているコンセントに接続
しなければならない場所。

電源ノイズ（商用電源をリレーな
どでON/OFFする場合の接点ス
パークなど）を発生する装置の近
くには設置しないでください。
（電源ノイズを発生する装置の近
くに設置するときは電源配線の分
離やノイズフィルタの取り付けな
どを保守サービス会社に連絡して
行ってください。）

電源コードまたはインタフェース
ケーブルを足で踏んだり、引っ掛
けたりするおそれのある場所。
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接　続

Expressサーバと周辺装置を接続します。
本体には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次の図は本体が
標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続してか
ら添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ以降の説明をご
覧ください。

ⓦ　ぬれた手で電源プラグを持たない

ⓦ　アース線をガス管につながない

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ
以降の説明をご覧ください。

ⓦ　指定以外のコンセントに差し込まない

ⓦ　たこ足配線にしない

ⓦ　中途半端に差し込まない

ⓦ　指定以外の電源コードを使わない

ⓦ　プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない
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重要�

ⓦ Expressサーバおよび接続する周辺機器の電源をOFFにしてから接続してください。
ONの状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。

ⓦ NEC以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続する場合
は、お買い求めの販売店でそれらの装置がExpressサーバで使用できることをあらか
じめ確認してください。サードパーティの装置の中にはExpressサーバで使用できな
いものがあります。

ⓦ 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の「△」マークを右に向けて差し込んでくださ
い。

ⓦ ダイヤルアップ経由のエクスプレス通報サービスを利用する際に使用するモデムについ
ては、NECフィールディングにご相談ください。

ⓦ 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してください。

ⓦ シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。

最後に添付の電源
コードをコンセン
トに接続する。
UPSに接続する場
合は次ページを参
照。

ハブ（マルチポート
リピータ）

マウス

キーボード

シリアルインタフェース
を持つ装置（モデムなど）
専用回線への直接接続は
不可

パラレル
インタフェース
を持つプリンタ

USBインタフェースを持
つ装置（ターミナルアダ
プタなど）

シリアルインタフェースを持つ
装置（モデムなど）
専用回線への直接接続は不可

ディスプレイ
装置

本体背面
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2

OUTPUT
(UNSWITCH OUT)

OUTPUT(SWITCH OUT)

AC100V 50/50HZ TOTAL 12.5A

SWITCH OUT
（OUTPUT1）

UN-SWITCH OUT
（OUTPUT2）

Expressサーバの電源コードを無停電電源装置（UPS）に接続する場合は、UPSの背面にある
サービスコンセントに接続します。
UPSのサービスコンセントには、「SWITCH OUT」と「UN-SWITCH OUT」という2種類のコ
ンセントがあります（「OUTPUT1」、「OUTPUT2」と呼ぶ場合もあります）。

UPSを制御するアプリケーション（ESMPRO/UPSControllerなど）から電源の制御をしたい
場合は、SWITCH OUTに電源コードを接続します。
常時給電させたい場合は、UN-SWITCH OUTに電源コードを接続します（24時間稼働させる
モデムなどはこのコンセントに接続します）。

本装置の電源コードをUPSに接続している場合は、UPSからの電源供給と連動（リンク）させ
るためにExpressサーバのBIOSの設定を変更してください。
BIOSの「Server」－「AC-LINK」を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設定
することができます。詳しくは151ページを参照してください。

重要�

UPSを利用し、自動運転を行う場合は、「AC-LINK」の設定を「Power On」に設定してく
ださい。

<例>
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基本的な操作
Expressサーバの基本的な操作の方法について説明します。

フロントドアの開閉

Expressサーバの電源のON/OFFやフロッピーディスクドライブ、CD-ROMドライブ、5.25
インチデバイスを取り扱うとき、3.5インチデバイスベイへのハードディスクドライブの取
り付け／取り外しを行うときはフロントドアを開きます。

重要�

ⓦ フロントドアは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けることができま
せん。

ⓦ ソフトウェアにはCD-ROMのトレーや5.25インチデバイスベイに取り付けているデバ
イスにセットしているメディアをイジェクトさせるコマンドを持つものがあります。こ
の場合、フロントドアが開いていることを確認してからコマンドを実行してください。
フロントドアを閉じたままコマンドを実行すると、フロントドアにCD-ROMのトレー
や5.25インチデバイスのメディアがぶつかり、装置を故障させることがあります。

キースロットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーを回してロックを解除してから、
フロントドア左上部の取っ手を軽く持って手前に引くと開きます。フロントドアを閉じた後
は、セキュリティのためにもキーでロックしてください。

重要�

フロントドアを開ける際は、左上部の取っ手にツメを引っかけて開けないようお願いしま
す。フロントドアが開けづらい場合は、左上部と左下部をそれぞれ手で持って手前に引いて
ください。

ロック   解除
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電源のON

Expressサーバの電源は前面にあるPOWERスイッチを押すとONの状態になります。
次の順序で電源をONにします。

1. ディスプレイ装置およびExpressサーバに接続している周辺機器の電源をONにする。

チェック�

無停電電源装置（UPS）などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置
の電源がONになっていることを確認してください。

2. Expressサーバ前面にあるPOWERス
イッチを押す。

POWER/SLEEPランプが緑色に点灯
し、しばらくするとディスプレイ装置の
画面には文字が表示されます。

重要�

ⓦ ACインレットに電源コードを接続
した後、POWERスイッチを押す
まで10秒以上の時間をあけてくだ
さい。

ⓦ モニタ画面に何らかの文字が表示
されるまでは電源をOFFにしない
でください。

文字を表示している間、Expressサーバは自己診断プログラム（POST）を実行してExpressサーバ
自身の診断をします。詳しくはこの後の「POSTのチェック」をご覧ください。POSTを完了する
とOSが起動します。

チェック�

POST中に異常が見つかるとPOSTを中断し、エラーメッセージを表示します。83ページを参
照してください。

POWER/SLEEP
ランプ
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POSTのチェック

POST（Power On Self-Test）は、Expressサーバのマザーボード内に記録されている自己診
断機能です。
POSTはExpressサーバの電源をONにすると自動的に実行され、マザーボード、ECCメモリ
モジュール、CPUモジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、POSTの
実行中に各種のBIOSセットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。

Expressサーバの出荷時の設定ではPOSTを実行している間、
ディスプレイ装置には「NEC」ロゴが表示されます。（<Esc>キー
を押すと、POSTの実行内容が表示されます。）

ヒント�

BIOSのメニューで<Esc>キーを押さなくても、はじめからPOSTの診断内容を表示させる
ことができます。「BIOSのセットアップ」の「Advanced（143ページ）」にある「Boot-time
Diagnostic Screen」の設定を「Enabled」に切り替えてください。

POSTの実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合にPOST中に表示されるメッ
セージを確認してください。

ⓦ Expressサーバの導入時
ⓦ 「故障かな？」と思ったとき
ⓦ 電源ONからOSの起動の間に何度もビープ音がしたとき
ⓦ ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき

POSTの流れ

次にPOSTで実行される内容を順をおって説明します。

重要�

ⓦ POSTの実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにしてください。

ⓦ システムの構成によっては、ディスプレイの画面に「Press Any Key」とキー入力を要
求するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのボードの
BIOSが要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して
から何かキーを押してください。

ⓦ オプションのPCIボードの取り付け/取り外し/取り付けているスロットの変更をしてか
ら電源をONにすると、POSTの実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを
示すメッセージを表示してPOSTをいったん停止することがあります。

この場合は<F1>キーを押してPOSTを継続させてください。ボードの構成についての
変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設定できます。

1. 電源ON後、POSTが起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。Expressサーバに搭
載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もありま
す。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合
があります。

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭載している
CPUや接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージです。
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3. しばらくすると、ExpressサーバのマザーボードにあるBIOSセットアップユーティリティ
「SETUP」の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。

  Press <F2> to enter SETUP  　　　　　　　   　　　

Expressサーバを使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセー
ジを伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必
要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後にPOSTを自動的に続けます）。
SETUPを起動するときは、メッセージが表示されている間に<F2>キーを押します。設定方法や
パラメータの機能については、132ページを参照してください。
SETUPを終了すると、Expressサーバは自動的にもう一度はじめからPOSTを実行します。

4. <IDEホットスワップモデル・SCSIホットスワップモデルの場合のみ>

続いてExpressサーバに標準装備のディスクアレイコントローラのBIOSセットアップユーティリ
ティ「MegaRAID Configuration Utility」の起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何も入
力せずにいると数秒後にPOSTを自動的に続けます）。

  Press <Ctrl><M> to Run MegaRAID Configuration Utility　   　　　

メッセージが表示されたら、<Ctrl>キーと<M>キーを押します。設定方法やパラメータの機能に
ついては、160ページを参照してください。
ユーティリティを終了すると、Expressサーバは自動的にもう一度はじめからPOSTを実行しま
す。

重要�

本装置のディスクアレイBIOSセットアップユーティリティには2種類ありますが、<Ctrl>キー
と<M>キーで起動する「MegaRAID Configuration Utility」のみを使用してください。
<Ctrl>キーと<H>キーで起動する「WebBIOS」は使用しません。起動してしまった場合は何も
設定を変更せず終了させてください。（<Esc>キーを何度か押すと終了確認メッセージが表示
されます。［Yes］を選択して終了してください。）

5. 続いてExpressサーバにオプションのSCSIコントローラボードなどの専用のBIOSを持ったコント
ローラを搭載している場合は、BIOSセットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示
されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後にPOSTを自動的に続けます）。

<例：SCSI BIOSセットアップユーティリティの場合>

  Press <Ctrl> <A> for SCSISelect(TM) Utility!　

ここで<Ctrl>キーと<A>キーを押すとユーティリティが起動します。ユーティリティの起動方法
や操作に関しては、オプションのボードに添付の説明書を参照してください。

SCSIユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。

ⓦ ファイルベイにSCSI機器を取り付けた場合
ⓦ 外付けSCSI機器を接続した場合
ⓦ Expressサーバ内部のSCSI機器の接続を変更した場合

6. オプションボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。

7. BIOSセットアップユーティリティ「SETUP」でパスワードの設定をすると、POSTが正常に終了
した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとExpressサーバを起動できなくな
ります。この場合は、Expressサーバの電源をOFFにしてから、約10秒ほど時間をあけてONにし
てExpressサーバを起動し直してください。

重要�

OSをインストールするまではパスワードを設定しないでください。

8. POSTを終了するとOSを起動します。
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 意　味 対処方法

0200 Failure Fixed Disk. ハードディスクエラー。 保守サービス会社に連絡してくだ
さい。

0210 Stuck Key. キーボード接続エラー。 キーボードを接続し直してください。

0211 Keyboard error. キーボードエラー。 •

•

キーボードを接続し直してく
ださい。
再起動してください。それで
も直らない場合は保守サービ
ス会社に連絡してください。

0212 Keyboard Controller
Failed.

キーボードコントローラエラー。

0213 Keyboard locked -
Unlock key switch.

キーボードがロックされている。 キースイッチのロックを解除して
ください。ロックを解除しても直
らない場合は、保守サービス会社
に連絡してください。

0220 Monitor type does not
match CMOS - Run
SETUP.

モニタのタイプがCMOSと一致しな
い。

SETUPを起動してください。
SETUPで直らない場合は保守
サービス会社に連絡してくだい。

0230 System RAM Failed at
offset.

システムRAMエラー。 保守サービス会社に連絡してくだ
さい。

0231 Shadow Ram Failed at
offset.

シャドウRAMエラー。

0232 Extended RAM Failed at
address line.

拡張RAMエラー。

0250 System battery is dead -
Replace and run SETUP.

システムのバッテリがない。 保守サービス会社に連絡してバッ
テリを交換してください。交換
後、SETUPを起動して設定し直
してください。

0251 System CMOS checksum
bad - Default
configuration used.

システムCMOSのチェックサムが正し
くない。

デフォルト値が設定されまし
た。SETUPを起動して、設定し
直してください。それでも直らな
い場合は保守サービス会社に連絡
してください。

0252 Password checksum bad
- Passwords cleared.

パスワードのチェックサムが正しくな
い。

パスワードがクリアされまし
た。SETUPを起動して設定し直
してください。

0260 System timer error. システムタイマーエラー。 SETUPを起動して、時刻や日付
を設定し直してください。設定し
直しても同じエラーが続けて起き
るときは保守サービス会社に連絡
してください。

0270 Real time clock error. リアルタイムクロックエラー。

0271 Check date and time
setting.

リアルタイムクロックの時刻設定に誤
りがある。

0281 Memory Size found by
POST deffered from EISA
CMOS.

EISA CMOSと異なったメモリサイズ
がPOSTより検出された。

保守サービス会社に連絡してくだ
さい。

POSTのエラーメッセージ

POST中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。
次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方法を示します。

重要�

保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー
ム表示は保守を行うときに有用な情報となります。
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ディスプレイ上のエラーメッセージ 意　味 対処方法

02B0 Diskette drive A error. フロッピーディスクドライブAの
エラー。

SETUPを起動して、「Main」メ
ニューの「Legacy Floppy A」を
設定し直してください。設定し直
しても同じエラーが続けて起きる
ときは保守サービス会社に連絡し
てください。

02B2 Incorrect Drive A type -
run SETUP.

フロッピーディスクドライブAのタイ
プが正しくない。

SETUPを起動して、設定し直し
てください。それでも直らない場
合は保守サービス会社に連絡して
ください。

02D0 System cache error -
Cache disabled.

システムキャッシュエラー。 キャッシュを使用できません。保
守サービス会社に連絡してくださ
い。

02D1 System Memory exceeds
the CPU's caching limit.

メモリがCPUのキャッシュの限界を超
えた。

保守サービス会社に連絡してくだ
さい。

02F4 EISA CMOS not write
able.

EISA CMOSに書き込めない。

02F5 DMA Test Failed. DMAテストエラー。

02F6 Software NMI Failed. ソフトウェアNMIエラー。

02F7 Fail-safe Timer NMI
Failed.

フェイルタイマのNMIエラー。

0611 IDE configuration
changed.

IDEの構成エラー。

0612 IDE configuration error-
device disabled.

IDEの構成デバイスエラー。

0613 COM A configuration
changed.

COM Aの構成エラー。

0614 COM A config. error -
device disabled.

COM Aの構成デバイスエラー。

0615 COM B configuration
changed.

COM Bの構成エラー。

0616 COM B config. error -
device disabled.

COM Bの構成デバイスエラー。

0617 Flopppy configuration
changed.

フロッピーディスクドライブの構成エ
ラー。

0618 Floppy config. error -
device disabled.

フロッピーディスクドライブの構成デ
バイスエラー。

0619 Parallel port
configuration changed.

パラレルポートの構成エラー。

061A Parallel port config. error
- device disabled.

パラレルポートの構成デバイス
エラー。

0B00 Rebooted during BIOS
boot at Post Code.

BIOSブート中に再起動した。

0B01 Rebooted during OS
boot.

OSブート中に再起動した。

0B02 Rebooted during OS
Runtime.

OSランニング中に再起動した。

0B1B PCI System Error on
Bus/Device/Function.

バス/デバイス/機能でPCIシステムエ
ラーが発生した。
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ジーセッメーラエの上イレプスィデ 味　意 法方処対

C1B0 nororrEytiraPICP
.noitcnuF/eciveD/suB

スバ / スイバデ / で能機 ICP エィテリパ
。たし生発がーラ

だくてし絡連に社会スビーサ守保
。いさ

22B0 dellatsnierasrossecorP
.redrofotuo

。障故のサッセロプ てし頼依を守保 UPC くてし換交を
。いさだ

82B0 rossecorPdetroppusnU
.1rossecorPnodetceted

1#UPC ないてしトーポサにトッケソ
い UPC 。るいてれさ載搭が

るいてしトーポサが置装本 UPC で
確。いさだくてし認確をとこるあ
会スビーサ守保は合場いなきで認
だくてし頼依を守保てし絡連に社

。いさ
92B0 rossecorPdetroppusnU

.2rossecorPnodetceted
2#UPC ないてしトーポサにトッケソ

い UPC 。るいてれさ載搭が

05B0 rorrehtiw1#rossecorP
.eniffonekat

1#UPC 、めたたし出検をーラエで
1#UPC 。たし退縮を

UPC ーサ守保。すまいてし退縮が
。いさだくてし絡連に社会スビ

15B0 rorrehtiw2#rossecorP
.enilffonekat

2#UPC 、めたたし出検をーラエで
2#UPC 。たし退縮を

F5B0 rossecorPesuotdecroF
rorrehtiw

UPC 。たし出検をーラエ のてべす UPC たし出検をーラエで
。すまいてし動起に的制強、めた
だくてし絡連に社会スビーサ守保

。いさ

06B0 sah1#puorgMMID
delbasidneeb

リモメ。たし出検をーラエリモメ 1#
。るいてし退縮が

だくてし絡連に社会スビーサ守保
。いさ

16B0 sah2#puorgMMID
delbasidneeb

リモメ。たし出検をーラエリモメ 2#
。るいてし退縮が

26B0 sah3#puorgMMID
delbasidneeb

リモメ。たし出検をーラエリモメ 3#
。るいてし退縮が

36B0 sah4#puorgMMID
delbasidneeb

リモメ。たし出検をーラエリモメ 4#
。るいてし退縮が

0018 detcetedrorrEyromeM
.1#puorgMMIDni

。たし出検をーラエリモメ 当該てし絡連に社会スビーサ守保
のプールグるす MMID てし換交を

。いさだく
1018 detcetedrorrEyromeM

.2#puorgMMIDni

2018 detcetedrorrEyromeM
.3#puorgMMIDni

3018 detcetedrorrEyromeM
.4#puorgMMIDni

1518 yBdraelCdrowssaP
.repmuJ

リクをドーワスパりよに定設パンャジ
。たしア

源電 FFO 元を定設のパンャジ、後
。いさだくてし戻に

tonmoRnoisnapxE
dezilaitini

ICP 張拡のドーカ MOR なれさ化期初が
。い

SOIB リィテーユプッアトッセ
「ィテ PUTES 」-「 decnavdA 」-

「 noitarugifnoCICP を定設で」
。いさだくてし更変

SO いなし係関にトーブ ICP イバデ
のス MORnoitpO は delbasiD 設に

。すまきでがとこるす定

metsySdilavnI
ataDnoitarugifnoC

壊破がターデるいてし成構をムテスシ
。すまいてれさ

だくてし絡連に社会スビーサ守保
。いさ

noitarugifnoCmetsyS
rorrEdaeRataD

ドーリのターデるいてし成構ムテスシ
。ーラエ

tcilfnoCecruoseR ICP ピッマくし正がスーソリのドーカ
。いないてれさグン

noitarugifnoCmetsyS
rorrEetirWataD

トイラのターデるいてし成構ムテスシ
。ーラエ

tonQRI:GNINRAW
.derugifnoc

ICP れさ定設くし正がみ込り割ドーカ
。いないて

だくてし絡連に社会スビーサ守保
いさ
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Processor 1
（Processor #1）

Processor 2
（Processor #2）

前ページのCPUやメモリに関するエラーメッセージとマザーボード上に取り付けられている
CPUとメモリは次の図のように対応しています。

ヒント�

故障しているCPUまたはメモリはSETUPユーティリティからでも確認できます（142、144
ページ参照）。

DIMM group #1

DIMM group #2

DIMM group #4

DIMM group #3
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ビープ音によるエラー通知

POST中にエラーを検出しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できな
い場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エ
ラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその内容を通知します。
たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード:
1-3-1-1）ときはDRAMリフレッシュテストエラーが起きたことを示します。

次にビープコードとその意味、対処方法を示します。

ビープコード 意　味 対処方法

1-2-2-3 ROMチェックサムエラー 保守サービス会社に連絡して、マザー
ボードを交換してください。

1-3-1-1 DRAMリフレッシュテストエラー DIMMボードの取り付け状態を確認し
てください。それでも、直らない場合
は保守サービス会社に連絡して、DIMM
ボードまたはマザーボードを交換して
ください。

1-3-1-3 キーボードコントローラエラー キーボードを接続し直してください。
それでも、直らない場合は保守サービ
ス会社に連絡して、マザーボードを交
換してください。

1-3-3-1 メモリを検出できない。あるい
は、DIMMボードのタイプが異なる

DIMMボードの取り付け状態を確認し
てください。それでも、直らない場合
は保守サービス会社に連絡して、DIMM
ボードまたはマザーボードを交換して
ください。

1-3-4-1 すべてのメモリグループのエラー DIMMボードの取り付け状態を確認し
てください。それでも、直らない場合
は保守サービス会社に連絡して、DIMM
ボードまたはマザーボードを交換して
ください。

1-3-4-3 DRAMテストLow Byteエラー

1-4-1-1 DRAMテストHigh Byteエラー

1-5-1-1 CPUの起動エラー 保守サービス会社に連絡してマザー
ボードを交換してください。

1-5-2-1 CPUが搭載されていない 保守サービス会社に連絡してCPUまた
はマザーボードを交換してください。

1-5-4-4 電源異常 保守サービス会社に連絡してマザー
ボードを交換してください。

2-1-2-3 BIOS ROMコピーライトテストエラー

2-2-3-1 不正割り込みテストエラー

1-2 Video BIOSの初期化エラー ディスプレイ装置になにも表示されな
い場合は、ディスプレイのコネクタの
取り付け状態を確認してください。そ
れでも、直らない場合は保守サービス
会社に連絡して、マザーボードを交換
してください。
増設したPCIボードのオプション
ROMの展開が表示されない場合
は、PCIボードの取り付け状態を確認
してください。それでも直らない場合
は保守サービス会社に連絡して、
マザーボード、増設したPCIボードを
交換してください。

1-2 オプションROM初期化エラー
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電源のOFF

次の順序で電源をOFFにします。Expressサーバの電源コードをUPSに接続している場合は、
UPSに添付のマニュアルを参照するか、UPSを制御しているアプリケーションのマニュアル
を参照してください。

1. OSのシャットダウンをする。

2. Expressサーバ前面にあるPOWERスイッチを押す。

POWER/SLEEPランプが消灯します。

3. 周辺機器の電源をOFFにする。

省電力モードの起動

ExpressサーバはACPIモードに対応しています。Windowsでの設定によってPOWERス
イッチを押したときの機能をExpressサーバの電力をほとんど使用しない状態（スタンバイ状
態）にさせることができます。

ヒント�

搭載しているPCIボードによっては機能しない場合があります。

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまで
の作業の状態は保持されています。

ヒント�

省電力モードへの移行または省電力モードか
らの復帰方法については、Windows Server
2003/Windows 2000の設定によって異なりま
す。また、省電力モード中の動作レベルは、
Windows Server 2003/Windows 2000の設定
に依存します。

重要�

省電力モードへの移行または省電力モード中
にシステムを変更しないでください。省電力
モードから復帰する際に元の状態に復帰でき
ない場合があります。

POWER/SLEEP
ランプ
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フロッピーディスクドライブ

Expressサーバ前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）・保存（ライ
ト）を行うことのできる3.5インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。
Expressサーバでは3.5インチの2HDフロッピーディスク（1.44Mバイト）と2DDフロッピー
ディスク（720Kバイト）を使用することができます。

フロッピーディスクのセット/取り出し

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前にExpressサーバの電源
がON（POWER/SLEEPランプ点灯）になっていることを確認してください。
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。

チェック�

ⓦ 1.2Mバイトフォーマットのディスクを使って起動（ブート）することはできません。

ⓦ フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め
ないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。
OSに添付のマニュアルを参照してフロッピーディスクをフォーマットしてください。

ⓦ フロッピーディスクをセットした後にExpressサーバの電源をONにしたり、再起動す
るとフロッピーディスクから起動します。フロッピーディスク内にシステムがないと起
動できません。

イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか
ら取り出せます。

チェック�

フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してからフロッピーディスク
を取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータが破壊されるおそれが
あります。

フロッピーディスクの取り扱いについて

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー
トにできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。

ⓦ フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。

ⓦ ラベルは正しい位置に貼り付けてください。

ⓦ 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。

ⓦ シャッタを開けないでください。

ⓦ ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。

ⓦ フロッピーディスクの上に物を置かないでください。

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ
い。

ⓦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。



90

ⓦ 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。

ⓦ 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。

ⓦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。

ⓦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。

ⓦ フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消
すことのないようにライトプロテクト（書き込み禁止）
ができるようになっています。ライトプロテクトされ
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで
きません。重要なデータの入っているフロッピーディ
スクは、書き込み時以外はライトプロテクトをしてお
くようお勧めします。3.5インチフロッピーディスクの
ライトプロテクトは、ディスク裏面のライトプロテク
トスイッチで行います。

ⓦ フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（Expressサーバに
添付されているフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。）

ライトプロテクト
スイッチ

書き込み 書き込み
不可　 可
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CD-ROMドライブ

Expressサーバ前面にCD-ROMドライブがあります。CD-ROMドライブはCD-ROM（読み出
し専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。CD-ROMはフロッピーディ
スクと比較して、大量のデータを高速に読み出すことができます。

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ
以降の説明をご覧ください。

ⓦ　CD-ROMドライブのトレーを引き出したまま放置しない

CD-ROMのセット/取り出し

CD-ROMをCD-ROMドライブにセットする前にExpressサーバの電源がON（POWER/
SLEEPランプ点灯）になっていることを確認してください。

CD-ROMドライブ前面のオープン/クローズボタンを押
すとトレーが出てきます。CD-ROMの文字が印刷され
ている面を上にしてトレーの上に静かに、確実に置いて
ください。
オープン/クローズボタンを押すか、トレーの前面を軽
く押すと、トレーは自動的にCD-ROMドライブ内に
セットされます。

重要�

CD-ROMのセット後、CD-ROMドライブの駆動
音が大きく聞こえるときはCD-ROMをセットし直
してください。

CD-ROMの取り出しは、CD-ROMをセットするときと
同じようにオープン/クローズボタンを押してトレーを
イジェクトし、トレーから取り出します（アクセスラン
プがオレンジ色に点灯しているときは、ディスクにアク
セスしていることを示します。この間、オープン/ク
ローズボタンは機能しません）。OSによってはOSから
トレーをイジェクトすることもできます。
CD-ROMを取り出したらトレーを元に戻してくださ
い。

オープン/クローズ
ボタン
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取り出せなくなったときの方法

オープン/クローズボタンを押してもCD-ROMをExpressサーバから取り出せない場合は、
次の手順に従ってCD-ROMを取り出します。

1. POWERスイッチを押してExpressサー
バの電源をOFF（POWER/SLEEPランプ
消灯）にする。

2. 直径約1.2mm、長さ約100mmの金属製
のピン（太めのゼムクリップを引き伸ばし
て代用できる）をCD-ROM前面にある強
制イジェクトホールに差し込んで、ト
レーが出てくるまでゆっくりと押す。

重要�

ⓦ つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。

ⓦ 上記の手順を行ってもCD-ROMが取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくだ
さい。

3. トレーを持って引き出す。

4. CD-ROMを取り出す。

5. トレーを押して元に戻す。

CD-ROMの取り扱いについて

ExpressサーバにセットするCD-ROMは次の点に注意して取り扱ってください。

ⓦ CD規格に準拠しない「コピーガード付きCD」などのディスクにつきましては、CD再生機
器における再生の保証はいたしかねます。

ⓦ CD-ROMを落とさないでください。

ⓦ CD-ROMの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。

ⓦ CD-ROMにラベルなどを貼らないでください。

ⓦ 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。

ⓦ 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。

ⓦ キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接CD-ROMに書き込まないでください。

ⓦ たばこの煙の当たるところには置かないでください。

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでください。

ⓦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、
ていねいにふいてください。

ⓦ 清掃の際は、CD専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。

ⓦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。
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オプションの取り付け
オプションデバイスの取り付け方法および注意事項について記載しています。

重要�

ⓦ ここで示す取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の装置および
部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承く
ださい。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取
り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。

ⓦ オプションおよびケーブルはNECが指定する部品を使用してください。指定以外の部
品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障・破損についての修理は有料となり
ます。

ⓦ ハードウェア構成を変更した場合も、必ずシステムをアップデートしてください（36
ページまたは58ページを参照）。

安全上の注意

安全に正しくオプションの取り付け・取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ
さい。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ以降の説明をご
覧ください。

ⓦ　自分で分解・修理・改造はしない

ⓦ　リチウムバッテリやニッケル水素バッテリを取り外さない

ⓦ　プラグを差し込んだまま取り扱わない

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ
以降の説明をご覧ください。

ⓦ　高温注意

ⓦ　中途半端に取り付けない

ⓦ　コネクタカバーを取り付けずに使用しない
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静電気対策について

Expressサーバ内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け・取り外
しの際は静電気による製品の故障に十分注意してください。

ⓦ リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前
に本体の塗装されていない金属フレームに触れて身体に蓄積された静電気を放電しま
す。
また、作業中は定期的に金属フレームに触れて静電気を放電するようにしてください。

ⓦ 作業場所の確認

－ 静電気防止処理が施された床またはコンクリートの上で作業を行います。
－ カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を
行った上で作業を行ってください。

ⓦ 作業台の使用

静電気防止マットの上に本装置を置き、その上で作業を行ってください。

ⓦ 着衣

－ ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。
－ 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。
－ 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。

ⓦ 部品の取り扱い

－ 取り付ける部品は本装置に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。
－ 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。
－ 部品を保管・運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。
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取り付け/取り外しの準備

次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。

1. OSのシャットダウン処理を行う。

2. POWERスイッチを押してExpressサーバの電源をOFF（POWER/SLEEPランプ消灯）にする。

3. Expressサーバの電源コードをコンセン
トから抜く。

4. Expressサーバ背面に接続しているケー
ブルをすべて取り外す。

5. Expressサーバの前後左右および上部に1
～2mのスペースを確保する。

標準添付の
電源コード
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取り付け/取り外しの手順

次の手順に従って部品の取り付け／取り外しをします。

サイドカバー

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときに取り外します。右側
のサイドカバーは取り外す必要はありません。

取り外し

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ以降の説明をご
覧ください。

ⓦ　プラグを差し込んだまま取り扱わない

1. 前ページを参照して準備をする。

2. ネジ2本をゆるめる。

3. 装置後方に少し引いてから取り外す。

4. サイドカバーをしっかり持って取り外
す。

取り付け

サイドカバーは「取り外し」と逆の手
順で取り付けることができます。
サイドカバーにあるフックが
Expressサーバのフレームや穴に確
実に差し込まれていることを確認し
てください。

重要�

オプションの取り付け/取り
外しが終ったら、取り外した
サイドカバーを確実に取り付
けてください。

ネジ

フック

穴 フレーム
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CPUダクトカバー

CPUダクトカバーはDIMMやプロセッサの取り付け/取り外しをするときに取り外します。

重要�

CPUダクトカバーは必ず取り付けてください。カバーを外した状態で運用すると、装置内
部の冷却効果が低下し、システム全体のパフォーマンスに影響するばかりでなく、高温によ
る本体および搭載デバイスの故障の原因となります。

取り外し

次の手順に従ってCPUダクトカバーを取り外します。

1. 95ページを参照して準備をする。

2. サイドカバーを取り外す（96ページ参
照）。

3. CPUダクトカバーの左側を持ち、右端の
タブを解除して手前に引く。

4. CPUダクトカバーを本体から取り外す。

取り付け

CPUダクトカバーをまっすぐ装置内部へ差し込んでください。ケーブルやマザーボード上の
部品に当たっていないことを確認しながら差し込み、右側のタブを本体のフレームにある穴
に引っかけて固定してください。

1

2

タブを本体のフレームに
ある穴に引っかける
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3.5インチハードディスクドライブ（ホットプラグモデル）

本製品のモデルには、通電中にハードディスクドライブを取り付け/取り外しができるホッ
トプラグモデルと電源をOFFにしてから取り付け/取り外しをするハードディスクドライブ
固定モデルがあります。ここではホットプラグモデルへのハードディスクドライブの取り扱
いについて説明します。ハードディスクドライブ固定モデルについてはこの後の説明を参照
してください。

ヒント�

オプションのN8154-01 増設用ハードディスクドライブケージ(SATA)をハードディスクド
ライブ固定モデルに取り付けた場合もこの項の説明を参照してください。

ホットプラグモデルには標準でハードディスクドライブが搭載されています。台数とハード
ディスクドライブ容量、サポートしているディスクインタフェース、最大搭載台数は次のと
おりです。
N8100-993Y/1009YはオプションのN8154-01増設用ハードディスクドライブケージ
(SATA)を搭載することによりホットプラグ対応となります。

モデル名 標準搭載台数 (容量/台) インタフェース 最大搭載台数

N8100-888/940 3台 (80GB) Ultra ATA100 4台

N8100-994Y 3台 (73.2GB) Ultra320 SCSI 6台

N8100-993Y
(N8154-01を搭載
必要)

0台 シリアルATA 4台

ハードディスクドライブは専用のトレーに搭載された状態で取り付けます。取り付けられた
ハードディスクドライブは、PCIバスに搭載されたディスクアレイコントローラボードに接
続され、制御されます。

重要�

ⓦ NECで指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サードパー
ティのハードディスクドライブを取り付けるとハードディスクドライブだけでなく本体
が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損について
の修理は保証期間中でも有料となります。

ⓦ ハードディスクドライブは次に示すモデルをお買い求めください（2004年7月現在）。

<N8100-888/940>

－　N8150-170　増設用120GBハードディスクドライブ
－　N8150-182　増設用80GBハードディスクドライブ

<N8100-994Y/1010Y>

－　N8150-171　増設用146GBハードディスクドライブ
－　N8150-163　増設用73.2GBハードディスクドライブ
－　N8150-162　増設用36.3GBハードディスクドライブ
－　N8150-170　増設用120GBハードディスクドライブ
－　N8150-172　増設用73.2GBハードディスクドライブ
－　N8150-165　増設用36.3GBハードディスクドライブ

<N8100-993Y/1009Y（N8154-01を搭載時）>

－　N8150-183　増設用250GBハードディスクドライブ
－　N8150-175　増設用120GBハードディスクドライブ
－　N8150-174　増設用80GBハードディスクドライブ

<次ページへ続く>
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重要�

ダミースポンジ（またはトレー）は大切
に保管しておいてください。

重要�

ⓦ ディスクアレイを構築する際は、RAIDレベルをRAID0、またはRAID1、RAID5の
いずれかに設定してください。ディスクアレイBIOSユーティリティではRAID3や
RAID0+1が設定できますが、設定しないでください。ディスクの信頼性を向上させる
ためにRAID5（出荷時の設定）を選択することをお勧めします。

ⓦ ディスクアレイシステムでは、ハードディスクドライブの磁気低下や振動による損傷が
起きた場合など気づかないうちにRAIDの不整合が生じ、運用中や故障したハードディ
スクドライブの交換時にエラーが起きることがあります。

本装置では、「Consistency Check（整合性チェック）」を行うことにより、これらの
エラーを未然に防ぐことができます。システムの構築時や運用開始後、アレイ管理ユー
ティリティ「Power Console Plus」を使って定期的に整合性チェックを実行するよう
スケジュールを設定してください。また、新規にディスクアレイシステムをコンフィグ
レーションした場合も「MegaRAID Configuration Utility」で整合性チェックを実行
してください（オプションのシリアルATAを採用したディスクアレイコントローラの場
合は、ボードに添付の説明書を参照してください）。

取り付け

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。

重要�

ⓦ ハードディスクドライブは、同じパックを構成するハードディスクドライブの容量など
の仕様が同じものを使用してください。

ⓦ SCSIハードディスクドライブの場合は、SCSI IDの小さいスロット順（下から上）に増
設してください。シリアルATAハードディスクドライブの場合は、増設HDDケージま
たはディスクアレイコントローラ（SATA）に添付の説明書を参照してください。

ヒント�

ⓦ ハードディスクドライブは、フロントドアを開けるだけで取り付け/取り外しを行うこ
とができます。また、電源がONの状態で取り付けることもできます（ホットスワップ対
応）。

ⓦ 以下の手順の図は、IDEホットスワップモデルの場合を示しますが、その他のモデルの
場合も同様の手順で行えます。

ⓦ ハードディスクドライブの動作モード（SCSI IDなど）は設定を変更する必要はありませ
ん。

1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除し、ドアを開く。

2. ダミースポンジ（またはトレー）を取り外
す。

ハードディスクドライブが搭載されてい
ないベイにはダミースポンジ（またはト
レー）が入っています。
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4. 増設するハードディスクドライブ（トレー
付き）とハンドルをしっかりと持ってス
ロットへ挿入する。

重要�

ⓦ ハンドルのフックがフレームに当
たるまで押し込んでください。

ⓦ ハードディスクドライブは両手で
しっかりとていねいに持ってくだ
さい。

3. ハードディスクドライブのスイッチを押
してロックを解除する。

フック

スイッチ

5. ハンドルをゆっくりと閉じる。

「カチッ」と音がしてロックされます。

重要�

ハンドルとトレーに指を挟まないよう
に注意してください。

チェック�

押し込むときにハンドルのフックがフ
レームに引っかかっていることを確認
してください。

6. Expressサーバの電源をONにして、ディスクアレイのコンフィグレーションをする。

コンフィグレーションをするためのユーティリティの操作は、搭載しているディスクアレイコン
トローラによって異なります。

N8100-888/940（IDEホットスワップモデル）の場合

EXPRESSBUILDER CD-ROMにあるオンラインドキュメントを参照してください。

N8100-994Y/1010Y（SCSIホットスワップモデル）の場合

本書のRAIDコンフィグレーション（160ページ）を参照してください。

N8100-993Y/1009Y + N8154-01（SATAホットスワップモデル）の場合

オプションのディスクアレイコントローラ（SATA）に添付の説明書を参照してください。
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取り外し

次の手順でハードディスクドライブを取り外します。

重要�

ハードディスクドライブ内のデータについて

取り外したハードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例えば顧客情報や企業
の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないように確実に処分してください。

Windowsの「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの「フォーマット」コマン
ドでは見た目は消去されたように見えますが、実際のデータはハードディスクドライブに書
き込まれたままの状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェア
により復元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）またはサービス（有
償）を利用し確実にデータを処分することを強くお勧めします。データの消去についての詳
細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。

チェック�

ハードディスクドライブが故障したため
にディスクを取り外す場合は、ハード
ディスクドライブのDISKランプがアン
バー色に点灯しているスロットをあらか
じめ確認してください。

DISKランプ

ヒント�

以下の手順の図は、IDEホットスワップモデルの場合を示しますが、その他のモデルの場合
も同様の手順で行えます。

1. セキュリティキーでフロントドアのロックを解除し、ドアを開く。

2. レバーを押してロックを解除し、ハンド
ルを引く。
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3. ハンドルとハードディスクドライブを
しっかりと持って手前に引き出す。

4. ハードディスクドライブを取り外したま
まExpressサーバを使用する場合は、空
いているスロットにダミースポンジ（また
はトレー）を取り付ける。

重要�

ダミースポンジ（またはトレー）は本装
置の専用品を使用してください。

5. Expressサーバの電源をONにして、ディ
スクアレイのコンフィグレーションをす
る。

コンフィグレーションをするためのユーティリティの操作は、搭載しているディスクアレイコン
トローラによって異なります。

N8100-888/940（IDEホットスワップモデル）の場合

EXPRESSBUILDER CD-ROMにあるオンラインドキュメントを参照してください。

N8100-994Y/1010Y（SCSIホットスワップモデル）の場合

本書のRAIDコンフィグレーション（160ページ）を参照してください。

N8100-993Y/1009Y + N8154-01（SATAホットスワップモデル）の場合

オプションのディスクアレイコントローラ（SATA）に添付の説明書を参照してください。

ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しい
ディスクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことの
できるオートリビルド機能を使用することができます。
オートリビルド機能は、RAID1、またはRAID5、RAID0+1に設定されているディスクアレ
イで有効です。
オートリビルドを行うときは、次の注意を守ってください。

ⓦ ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を
OFFにしないでください。

ⓦ ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒以上の間隔をあけて行ってくだ
さい。

ⓦ 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで
ください（リビルド中はハードディスクドライブにあるDISKランプが緑色とアンバー色
に交互に点灯しています）。

ⓦ リビルドの操作方法については、以下を参照してください。

－ N8100-888/940（IDEホットスワップモデル）の場合

EXPRESSBUILDER CD-ROMにあるオンラインドキュメントを参照してください。

－ N8100-994Y/1010Y（SCSIホットスワップモデル）の場合

本書のRAIDコンフィグレーション（160ページ）を参照してください。

－ N8100-993Y/1009Y + N8154-01（SATAホットスワップモデル）の場合

オプションのディスクアレイコントローラ（SATA）に添付の説明書を参照してくださ
い。
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3 . 5 インチハードディスクドライブ（ハードディスクドラ
イブ固定モデル）

本製品のモデルには、電源をOFFにしてから取り付け/取り外しをするハードディスクドラ
イブ固定モデルと通電中にハードディスクドライブを取り付け/取り外しができるホットプ
ラグモデルがあります。ここではハードディスクドライブ固定モデルへのハードディスクド
ライブの取り扱いについて説明します。ホットプラグモデルについては前述の説明を参照し
てください。

ヒント�

オプションのN8154-01 増設用HDDケージ(SATA)をハードディスクドライブ固定モデルに
取り付けた場合も前述の説明を参照してください。

ハードディスクドライブ固定モデルには標準で1台（Ultra ATA100・80GB）ハードディスク
ドライブが搭載されています。ハードディスクドライブは最大4台まで搭載することができ
ます。

取り付けられたハードディスクドライブは、マザーボード上のUltra ATA100コネクタに接
続され、制御されます。オプションのディスクミラーリングコントローラやディスクアレイ
コントローラ（SATA）、ディスクアレイコントローラ（IDE）を搭載している場合は、それぞ
れのボードに接続され、制御されます。

重要�

ⓦ NECで指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サードパー
ティのハードディスクドライブを取り付けるとハードディスクドライブだけでなく本体
が故障するおそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損について
の修理は保証期間中でも有料となります。

ⓦ ハードディスクドライブは次に示すモデルをお買い求めください（2004年7月現在）。
N8154-01を搭載している場合については前述の項を参照してください。

－　N8150-168　増設用120GBハードディスクドライブ
－　N8150-181　増設用80GBハードディスクドライブ

動作モードの設定

Expressサーバに取り付ける前にハードディスクドライブの動作モードを次のように設定し
てください。詳しくはハードディスクドライブに添付の説明書を参照してください。

搭載台数 MASTER/SLAVE* 取り付けるベイの位置

1台目 MASTER ディスクベイの1番上

2台目 SLAVE ディスクベイの上から2番目

3台目 MASTER ディスクベイの上から3番目

4台目 SLAVE ディスクベイの上から4番目（一番下）
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搭載台数 MASTER/SLAVE 取り付けるベイの位置

1台目 MASTER ディスクベイの1番下

2台目 MASTER ディスクベイの下から2番目

取り付け

1. ハードディスクドライブに添付の説明書を参照してハードディスクドライブの動作モードを設定
する。

2. 95ページを参照して準備をする。

3. サイドカバーを取り外す（96ページ参照）。

4. ハードディスクドライブを取り付けるス
ロットにあるハードディスクドライブブ
ラケットを固定しているネジ2本を外
す。

5. ハードディスクドライブブラケットを取
り外す。

ヒント�

ハードディスクドライブブラケットが
取り外しにくいときは、本体内側から
ハードディスクドライブブラケットを
押してください。

ⓦ IDEハードディスクドライブの場合（マザーボード上のIDEインタフェースを使用する場
合・オプションのディスクアレイコントローラ（IDE）に接続する場合）

* 購入時に搭載済みだったハードディスクドライブの設定については、ハードディスクドライ
ブに貼り付けられているラベルを参照してください（「MASTER」ではなく、「SLAVE」に設定
されている場合もありますのでご注意ください）。オプションのハードディスクドライブに
ついては、オプションのハードディスクドライブに添付の説明書を参照してください。

また、ディスクアレイコントローラ（IDE）に接続する場合は、すべて「MASTER」に設定して
ください。

ⓦ IDEハードディスクドライブの場合（ディスクミラーリングコントローラに接続する場合）
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6. ハードディスクドライブの基板面を下に
してハードディスクドライブブラケット
に載せる。

<オプションのディスクアレイコントローラ（IDE）ディス
クミラーリングコントローラに接続する場合>

コネクタ部分がブラケットから
はみ出しすぎない位置で固定する

<マザーボード上のIDEチャネルに接続する場合>

7. ハードディスクドライブブラケットの裏面からネジ4本でハードディスクドライブを固定する。

重要�

ⓦ ネジはハードディスクドライブに添付のネジを使用してください。

ⓦ ハードディスクドライブとハードディスクドライブブラケットをしっかりと持ったまま裏返
してください。

ⓦ ハードディスクドライブがなるべくハードディスクドライブブラケットからはみ出ないよう
ネジ穴を合わせてください。

8. ハードディスクドライブブラケットを手
順4で外したスロットに挿入する。

重要�

ハードディスクドライブはとても振動
に弱いデバイスです。ゆっくりとてい
ねいにスロットへ挿入してください。

9. 手順4で外したネジ2本でハードディスク
ドライブブラケットを固定する。
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10. 電源ケーブルとインタフェースケーブルを接続する。

詳しくは「ケーブル接続」を参照してください。

重要�

電源ケーブルやSCSIケーブルのコネクタにはキャップがついています。取り外したキャップは
大切に保管しておいてください。

11. 取り外した部品を取り付けてExpressサーバを組み立てる。

以上で完了です。

取り外し

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。本体内部の冷却効果を保持するためにブラ
ンクスロットにはハードディスクドライブブラケットを取り付けてください。

重要�

ハードディスクドライブ内のデータについて

取り外したハードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例えば顧客情報や企業
の経理情報など）が第三者へ漏洩することのないように確実に処分してください。

Windowsの「ゴミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの「フォーマット」コマン
ドでは見た目は消去されたように見えますが、実際のデータはハードディスクドライブに書
き込まれたままの状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェア
により復元され、予期せぬ用途に転用されるおそれがあります。

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア（有償）またはサービス（有
償）を利用し確実にデータを処分することを強くお勧めします。データの消去についての詳
細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。

ディスクアレイ構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しい
ディスクに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻すことの
できるリビルド機能を使用することができます。
リビルド機能は、RAID1またはRAID5に設定されているディスクアレイで有効です。リビル
ドの操作方法については、オプションのディスクミラーリングコントローラに添付の説明書
を参照してください。
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5.25インチデバイス

Expressサーバには、CD-ROMドライブや
磁気テープドライブなどのバックアップデ
バイスを取り付けるスロットを4つ用意し
ています（標準装備のCD-ROMドライブで1
スロット使用）。バックアップデバイスを搭
載するには、別売のSCSIコントローラと内
蔵SCSIケーブルも必要です。

重要�

ⓦ 3 スロットを装備しています
が、デバイスの最大搭載台数は
2台です。シングルハイトのデ
バイスを2台が最大構成となり
ます。

ⓦ SCSIデバイスを取り付ける場
合、終端抵抗の設定は「OFF」
に、SCSI IDは他のデバイスと
重複しないように設定してくだ
さい。設定方法については、そ
れぞれの装置のマニュアルを参
照してください。

ⓦ シングルハイトのデバイスはス
ロット番号順に取り付けてくだ
さい。

取り付け

1. 95ページを参照して準備をする。

2. サイドカバーを取り外す（96ページ参照）。

3. ダミーカバーを固定しているネジ2本を
外す。

4. ダミーカバーを手前に静かに引き出す。

スロット3

スロット1

スロット2
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9. 装置側面からデバイスにインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。

詳しくは「ケーブル接続」を参照してください。

重要�

コネクタのピンが曲がったり、確実に接続していなかったりすると、誤動作の原因となります。
5.25インチデバイスと各ケーブルコネクタを見ながら確実に接続してください。

チェック�

ケーブルをはさんでいないことを確認してください。

終端コネクタ

5.25インチデバイスベイの
スロット3に取り付けたデ
バイスへ

5.25インチデバイスベイのスロット2に
取り付けたデバイスへ

オプションのSCSI
コントローラの
SCSIコネクタへ

未使用

5.25インチデバイスベイのスロット1
（下段）に取り付けたデバイスへ

5. Expressサーバに添付のレールをデバイ
スに添付のネジ（4本）で5.25インチデバ
イスに固定する。

重要�

必ずデバイスに添付のネジを使用して
ください。添付のネジより長いネジや
径の異なるネジを使用するとデバイス
を破損するおそれがあります。

6. デバイスベイにデバイスを静かに押し込む。

チェック�

デバイスを押し込むときにケーブルをはさんでいないことを確認してください。

重要�

スロットを2つ使う5.25インチデバイスが入りづらい場合は、5.25インチデバイスを少し持
ち上げるようにしてスロットに入れてください。

7. 手順3で外したネジでデバイスを固定す
る。

8. 取り付けた5 . 2 5インチデバイスが、
Expressサーバ前面から飛び出しすぎて
いないかどうか確認する。

標準装備のCD-ROMドライブを目安に確
認してください。
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10. 取り外した部品を取り付ける。

11. SCSIデバイスの場合は、SCSIコントローラに添付の説明書を参照してセットアップをする。

取り外し

取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。
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PCIボード

Expressサーバには、PCIボードを取り付けることのできるスロットを5つ用意しています。

重要�

PCIボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体
の静電気を逃がしてからPCIボードを取り扱ってください。また、PCIボードの端子部分や
部品を素手で触ったり、PCIボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関
する説明は94ページで詳しく説明しています。

ヒント�

PCIボードを取り付けたり、取り外したり、取り付けていたスロットを変えたりした場合
は、必要に応じてBIOSセットアップユーティリティ「SETUP」を使って割り込みライン
（IRQ）などの詳細な設定を変更してください。Expressサーバの出荷時の割り込みラインの
状態やI/O空間の設定については、158ページを参照してください。

マザーボード

32-bit/33MHz*1

*1 複数枚で構成されているPCIボードを64-bit PCIバスと32-bit PCIバスにまたがって
取り付けないでください。また同一バス内で異なる周波数のボードを取り付けた
場合は、低い方の周波数で動作します。

*2 ディスクアレイコントローラを標準で装備。

取り付け

次の手順に従ってPCIボードスロットに接続するボードの取り付けを行います。

重要�

ⓦ 取り付けるボードによっては隣のスロットにもボードを取り付けなければならない場合
があります。

ⓦ PCIボードスロット#1～#4には3.3V PCIボードおよびユニバーサルPCIボードを取
り付けることができます。

チェック�

PCIボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状とPCIボードスロットのコネクタ形
状が合っていることを確認してください。

PCIボードスロット#1

PCIボードスロット#2

PCIボードスロット#3

PCIボードスロット#4

PCIボードスロット#5*2

64-bit/33MHz*1
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オプションデバイスと取り付けスロット一覧

型　名 製品名

スロット
PCI#1 PCI#2 PCI#3 PCI#4 PCI#5

備　考

64-bit/33MHz 32-bit/
33MHz

スロット
サイズ Full-height

ボードタイプ 3.3V 3.3V/5V

搭載可能な
ボードサイズ ロング／ショート

N8103-56 SCSIコントローラ － ○ ○ ○ －
N8103-65 SCSIコントローラ － ○ ○ ○ －

N8103-80 ディスクアレイコントローラ
(1ch)* － ○ － － －

N8100-994Y/
1010Y専用。標
準装備。

N8103-74 ディスクミラーリングコント
ローラ* － － － － ○ N8100-993Y/

1009Yのみ。

N8103-73A ディスクアレイコントローラ* － － － － ○

N8100-888/940
に標準装備。
N8100-994Y/
1010Yには接続
不可。

N8103-78 ディスクアレイコントローラ
(SATA)* ○ ○ ○ ○ ○ N8100-993Y/

1009Yのみ。

N8104-103 1000BASE-T接続ボード ○ ○ ○ ○ －

いずれかのボー
ドを1枚（AFT時
は同じボードを
最大2枚）。

N8104-111 100BASE-TX接続ボード ○ ○ ○ ○ － 最大4枚まで。

N8104-80 100BASE-TX接続ボード ○ ○ ○ ○ －
最大4枚まで。
N8100-888/940
のみサポート。

N8104-86 100BASE-TX接続ボード ○ ○ ○ ○ － 最大2枚まで。

N8104-103 1000BASE-T接続ボード ○ ○ ○ ○ －

最大1枚まで。た
だしAFT時は同
じボードを2枚ま
で搭載可能。

○　搭載可能　　－　搭載不可
*　RAIDコントローラは他のRAIDコントローラと混在した状態で運用することはできません。

1. 95ページを参照して準備をする。

2. サイドカバーを取り外す（96ページ参照）。

3. ボードを取り付けるスロットを確認する。

4. 取り付けるスロットと同じ位置（高さ）に
ある増設スロットカバーとネジ1本を外
して取り外す。

増設スロットカバーは本体内側から指で
押すと簡単に外れます。

重要�

取り外した増設スロットカバーは、大
切に保管しておいてください。
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5. 部品面を下にしてマザーボード上のスロットとボードの接続部分を合わせてゆっくり装置内へ差
し込む。

チェック�

ロングカードの場合は、ボードの右端が本体フレームにあるガイドレールに沿って差し込まれ
ていることを確認してください。

溝

6. ボードの接続部分がスロットに確実に接続するようしっかりとボードを押し込む。

重要�

うまくボードを取り付けられないときは、ボードをいったん取り外してから取り付け直してく
ださい。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれがありますので注意してくださ
い。

7. ボード左側を手順4で外したネジで固定する。

8. 取り外した部品を取り付ける。

9. Expressサーバの電源をONにしてPOSTでエラーメッセージが表示されていないことを確認す
る。

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、83ページのエラーメッセージ
一覧を参照してください。

10. BIOSセットアップユーティリティを起動して「Advanced」メニューの「Reset Configuration
Data」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは143ページをご覧ください。

取り外し

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行い、増設スロットカバーを取り付けてくださ
い。
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RAIDコントローラボード

RAIDコントローラボードは、データの信頼性を向上させるために用意されたオプションの
PCIボードです。
サポートしているRAIDコントローラボードは次のとおりです。

ⓦ IDEディスクアレイコントローラ（N8103-73A）

ⓦ SCSIディスクアレイコントローラ（N8103-80）

ⓦ IDEディスクミラーリングコントローラ（N8103-74）

ⓦ S-ATAディスクアレイコントローラ（N8103-78）

RAIDコントローラボードを取り付けると、本体の3.5インチデバイスベイのハードディスク
ドライブやオプションのDISK増設筐体のハードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」
で使用することができます。ディスクアレイ構成にはさまざまなレベルや設定があります。
また、設定は専用のユーティリティを使用します。詳細はRAIDコントローラに添付の説明
書を参照してください。

注意事項

ディスクアレイを構築する上で注意していただきたい点について説明します。

ⓦ RAIDコントローラボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分
などに触れて身体の静電気を逃がしてからRAIDコントローラボードを取り扱ってくださ
い。また、RAIDコントローラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、RAIDコント
ローラボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は94ペー
ジで詳しく説明しています。

ⓦ RAIDコントローラボードを取り付けたExpressサーバはディスクアレイ構成のさまざま
なRAID（Redundant Arrays of Inexpensive[Independent] Disks）レベルを設定するこ
とができます。設定できるRAIDやデータ転送速度、アレイ構成についての詳細な説明
は、各RAIDコントローラボードに添付の説明書を参照してください。

ⓦ ディスクアレイ構成に変更する場合や、RAIDを変更する場合は、ハードディスクドライ
ブを初期化します。ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブに大切な
データがある場合は、バックアップを別のハードディスクドライブにとってからボード
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。

ⓦ ディスクアレイを構築するには2台以上のハードディスクドライブが必要です（ハードディ
スクドライブの台数についての詳細は各RAIDコントローラボードに添付の説明書を参照し
てください）。

ⓦ ディスクアレイとして使用するハードディスクドライブはパックごとにディスク回転速
度と容量が同じハードディスクドライブを使用してください。

ⓦ ボードを取り付けられるスロットと最大搭載枚数については111ページを参照してくだ
さい。

ⓦ ディスクアレイを構成すると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを
構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量が小さくなり
ます。
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ⓦ BIOSユーティリティ「SETUP」の「Advanced」メニューの「PCI Configuration」で取り付
けたスロット番号のパラメータの｢Option ROM Scan｣を「Enabled」にしてください。

ⓦ RAIDコントローラボードを交換する場合

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーション情報）をRAIDコントローラボードにリ
ストアしてください。リストアはコンフィグレーションユーティリティを使用します。
詳しくは、各RAIDコントローラボードに添付の説明書を参照してください。ただし、
RAIDコントローラボードを交換した場合は、それぞれのユーティリティを使って新規で
コンフィグレーション情報を作成してください。

ⓦ 複数のRAIDコントローラボードを搭載する場合、ブートさせたいシステムディスクが接
続されるRAIDコントローラボードはPCIスロット番号の最も小さい番号のスロットに搭
載してください。例えば、4枚のRAIDコントローラボードをPCIスロット#1～#4に搭載
した場合、システムディスクはPCIスロット#1に搭載したボードに接続します。

内蔵ディスクをディスクアレイ構成にする場合

RAIDコントローラボードの取り付けの手順については、「PCIボード（110ページ）」、および
各オプションRAIDコントローラボードに添付の説明書を参照してください。RAIDコント
ローラボードに接続したハードディスクドライブのアクセス状態を装置前面のDISKアクセ
スランプで表示させる場合は、RAIDコントローラボードのLEDコネクタとマザーボード上
のDAC LEDコネクタをExpressサーバに添付のLEDケーブルで接続してください（なお、
RAIDコントローラボードによっては、装置前面のDISKアクセスランプの表示が暗い場合が
あります）。

ⓦ マザーボード側

DAC LEDコネクタは下図に示す位置にあります。

ⓦ RAIDコントローラボード側

LEDケーブルの赤色のケーブルが出ているコネクタ穴をRAIDコントローラボード側の
LEDコネクタの「LED Active」に接続します。LED Activeピンの位置については各RAID
コントローラボードに添付の説明書を参照してください。

DAC LED
コネクタ

リチウム
バッテリ

マザーボード

LEDケーブル

RAIDコント
ローラへ

マザーボードへ
（くぼみのある面を本体上
面に向けて接続する）
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インタフェースケーブルはRAIDコントローラボードに添付のケーブルを使用します。本体
に取り付けられていたケーブルは取り外し後、大切に保管してください。接続の詳細につい
ては各RAIDコントローラボードに添付の説明書を参照してください。
取り付け後は、RAIDコントローラボードのディスクアレイBIOSユーティリティを使用して
RAIDの設定などをします。設定の詳細とその方法については、「RAIDのコンフィグレーショ
ン」（160ページ）、または各オプションRAIDコントローラボードに添付の説明書を参照して
ください。

SCSIコントローラボード

「SCSIコントローラボード（N8103-56/65）」は、SCSIインタフェースで動作するハード
ディスクドライブやファイルデバイスを制御するPCIボードです。
本体の5.25インチデバイスにファイルデバイスを搭載するときや内蔵のハードディスクドラ
イブにSCSIハードディスクドライブを使用するとき、外付けのSCSI機器と接続するときに
必要なボードです。

注意事項

SCSIコントローラを使用する上で注意していただきたい点について説明します。

ⓦ SCSIコントローラボードは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分
などに触れて身体の静電気を逃がしてからSCSIコントローラボードを取り扱ってくださ
い。また、SCSIコントローラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、SCSIコント
ローラボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は94ペー
ジで詳しく説明しています。

ⓦ SCSIコントローラボードにOSがインストールされたハードディスクドライブを接続す
る場合は、番号の小さいPCIスロットから順番に取り付けてください。

ⓦ ボードを取り付けられるスロットについては111ページを参照してください。
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取り付けから設定まで

SCSIコントローラボードの取り付けの手順については、「PCIボード（110ページ）」を参照し
てください。SCSIコントローラに接続したハードディスクドライブのアクセス状態を装置
前面のDISKアクセスランプで表示させる場合は、SCSIコントローラのLEDコネクタとマ
ザーボード上のDAC LEDコネクタをExpressサーバに添付のLEDケーブルで接続してくだ
さい（なお、RAIDコントローラボードによっては、装置前面のDISKアクセスランプの表示が
暗い場合があります）。

ⓦ マザーボード側

DAC LEDコネクタは下図に示す位置にあります。

DAC LED
コネクタ

リチウム
バッテリ

マザーボード
LEDケーブル

SCSIコント
ローラへ

マザーボードへ
（くぼみのある面を本体上
面に向けて接続する）

ⓦ SCSIコントローラボード側

LEDケーブルの赤色のケーブルが出ているコネクタ穴をSCSIコントローラボード側の
LEDコネクタの「LED Active」に接続します。LED Activeピンの位置についてはSCSIコ
ントローラボードに添付の説明書を参照してください。

インタフェースケーブルの接続についてはSCSIコントローラボードに添付の説明書を参照
してください。
取り付け後は、SCSIコントローラのSCSI BIOSユーティリティを使用してボードや接続し
ているデバイスの転送レートの設定などをします。設定の詳細とその方法については、ボー
ドに添付の説明書を参照してください。



117

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
編

プロセッサ（CPU）

標準装備のCPU（Intel Xeon Processor）に加えて、もう1つCPUを増設することができま
す。

マザーボード

CPU#2（Processor 2）
（ダストカバーが取り付け
られている）

CPU#1（Processor 1）
（標準装備のCPU）

ヒント�

オプションのCPUの中には異なるレビ
ジョン（ステッピング）のものが含まれて
いる場合があります。異なるレビジョン
のCPUを混在して取り付けた場合、
Windows Server 2003/Windows 2000で
はイベントビューアのシステムログに以
下のようなログが表示されますが、動作
には問題ありません。
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5. CPUをソケットの上にていねいにゆっく
りと置く。

チェック�

CPUの向きに注意してください。CPU
とソケットは誤挿入を防止するために
CPUとソケットにはピンマークがあり
ます。CPUとソケット側のピンマーク
を確認して正しく取り付けてくださ
い。

取り付け

次の手順に従ってCPUを取り付けます。（図はわかりやすくするためにリテンションの一部
を省略しています。）

重要�

CPUは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静
電気を逃がしてからCPUを取り扱ってください。また、CPUのピンを素手で触ったり、
CPUを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は94ページで詳しく
説明しています。

1. 95ページを参照して準備をする。

2. 次の部品を取り外す。

ⓦ サイドカバー（96ページ参照）
ⓦ CPUダクトカバー（97ページ参照）

3. CPUソケットの位置を確認する。

4. ソケットのレバーを持ち上げてダストカ
バーを取り除く。

重要�

レバーは止まるまで完全に開いてくだ
さい。レバーは120度以上開きます。

リテンション

ピンマーク
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7. ヒートシンクをCPUの上に置く。

6. CPUをしっかりとソケットに押しつけて
からレバーを倒して固定する。

8. ヒートシンククリップでヒートシンクを
固定する。

リテンションの側面中央にあるタブに
ヒートシンククリップのクリップを引っ
かけ（①）、一方のクリップをリテンショ
ンのタブに引っかけます（②）。
次に、クリップを押さえながら、最後
に、もう一方のヒートシンククリップを
リテンションのタブに引っかけます
（③）。

9. ヒートシンクがマザーボードと水平に取
り付けられていることを確認する。

重要�

ⓦ 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してから、もう一度取り付け直し
てください。
水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。

－ CPUが正しく取り付けられていない。
－ ヒートシンククリップを正しく引っかけていない。

ⓦ 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。

1

2

3
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10. 取り外した部品を取り付ける。

11. 「Main」メニューの「Processor Settings」－「Processor Retest」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは142ページをご覧ください。

12. 1CPU構成のExpressサーバにCPUを増設し、2つ以上のCPUで運用する場合に以下の手順を行
う。

Windowsの場合: デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが「ACPIシングルプロセッ
サPC」になっている場合は「ACPIマルチプロッサPC」に変更し、メッセージ
に従って再起動後、システムのアップデート（36ページまたは58ページ）を
行う。

取り外し

CPUを取り外すときは、「取り付け」の手順1～3を参照して取り外しの準備をした後、手順
8～4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンククリップをマイナスドライ
バ、または増設CPUに添付の取り外し工具を使って取り外した後、ヒートシンクを水平に少
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項を参照してくだ
さい）。

重要�

ⓦ CPUの故障以外で取り外さないでください。

ⓦ CPU #2にCPUを取り付けていない場合は、ダストカバーを取り付けておいてくださ
い。

ⓦ 運用後は熱によってヒートシンクのそこにあるクールシートがCPUに粘着している場
合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く回して、ヒートシンクが
CPUから離れたことを確認してから行ってください。CPUに粘着したままヒートシン
クを取り外すとCPUやソケットを破損するおそれがあります。

CPUの取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。

1. SETUPを起動して「Main」－「Processor Settings」－「Processor Retest」の順でメニューを選択
し、取り外したCPUのエラー情報をクリアする（142ページ参照）。

CPUを交換した場合

「Main」－「Processor Settings」の順でメニューを選択し、増設したCPUのIDおよびL2 Cache
Sizeが正常になっていることを確認する（142ページ参照）。

2. 「Advanced」メニューの「Reset Configuration Data」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは143ページをご覧ください。

3

2

1

<増設CPUに添付の取り外し
工具を使った取り外し例>
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マザーボード

DIMM

DIMM（Dual Inline Memory Module）は、Expressサーバに取り付けられているマザーボー
ド上のDIMMソケットに取り付けます。
マザーボード上にはDIMMを取り付けるソケットが4個あり、標準で256MBのDIMMが1
枚、DIMM#1に取り付けられています（標準で取り付けられているDIMMも交換することがで
きます）。
DIMMはDIMMソケット番号の小さい順に取り付けます。

ヒント�

ⓦ メモリは最大4GB（1GB×4枚）まで増設できます。

ⓦ POSTやESMPRO、オフライン保守ユーティリティのエラーメッセージやエラーログで
はDIMMコネクタのことを「Group」と表示される場合があります。グループの後に示さ
れる番号は上図のコネクタ番号と一致しています。

DIMM group #3DIMM group #2

DIMM group #1 DIMM group #4
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取り付け

次の手順に従ってDIMMを取り付けます。

重要�

ⓦ DIMMは大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触れて身体の
静電気を逃がしてからボードを取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を
素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説
明は94ページで詳しく説明しています。

ⓦ NECで指定していないDIMMを使用しないでください。サードパーティのDIMMなど
を取り付けると、DIMMだけでなくサーバ本体が故障するおそれがあります。また、こ
れらの製品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となりま
す。

1. 95ページを参照して準備をする。

2. 次の部品を取り外す。

ⓦ サイドカバー（96ページ参照）
ⓦ CPUダクトカバー（97ページ参照）

3. DIMMを取り付けるソケットを確認する。

4. DIMMを取り付けるソケットの両側にあ
るレバーを左右にひろげる。

5. DIMMをソケットにまっすぐ押し込む。

チェック�

D IMMの向きに注意してください。
DIMMの端子側には誤挿入を防止する
ための切り欠きがあります。

DIMMがDIMMソケットに差し込まれる
とレバーが自動的に閉じます。指で確実
にレバーを閉じてください。

6. 取り外した部品を取り付ける。

7. Expressサーバの電源をONにしてPOSTでエラーメッセージが表示されていないことを確認す
る。

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、83ページのエラーメッセージ
一覧を参照してください。

8. SETUPを起動して「Advanced」－「Memory Configuration」の順でメニューを選択し、増設した
DIMMのステータス表示が「Normal」になっていることを確認する（144ページ参照）。

9. 「Advanced」メニューの「Reset Configuration Data」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは143ページをご覧ください。

10. Windows Server 2003/Windows 2000を使用している場合は、ページングファイルサイズを
推奨値（搭載メモリ x 1.5）以上に設定する（Windows Server 2003は31ページ、Windows 2000
は54ページを参照）。
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取り外し

次の手順に従ってDIMMを取り外します。

チェック�

ⓦ 故障したDIMMを取り外す場合は、POSTやESMPROで表示されるエラーメッセージを
確認して、取り付けているDIMMソケットを確認してください。

ⓦ DIMMは最低1枚搭載されていないとExpressサーバは動作しません。

1. 95ページを参照して準備をする。

2. 次の部品を取り外す。

ⓦ サイドカバー（96ページ参照）
ⓦ CPUダクトカバー（97ページ参照）

3. 取り外すDIMMのソケットの両側にある
レバーを左右にひろげる。

ロックが解除されDIMMを取り外せま
す。

4. 手順2で取り外した部品を取り付ける。

5. Expressサーバの電源をONにしてPOSTでエラーメッセージが表示されていないことを確認す
る。

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、83ページのエラーメッセージ
一覧を参照してください。

6. SETUPを起動して「Advanced」－「Memory Configuration」－「Memory Retest」の順でメニュー
を選択し、取り外したDIMMのエラー情報をクリアする（144ページ参照）。

7. 「Advanced」メニューの「Reset Configuration Data」を「Yes」にする。

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは143ページをご覧ください。
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ケーブル接続
Expressサーバのケーブル接続を示します。

インタフェースケーブル

装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。

標準構成

CD-ROMドライブ用のIDE #3（Ultra ATA66）とフロッピーディスクドライブコネクタは各
モデル共通ですが、ハードディスクドライブインタフェースは買い求めのモデルにより標準
構成が異なります。モデルにより標準構成は次のようになっています。

N8100-888/940

PCIスロット#5に標準装備のディスクアレイコントローラで内蔵ハードディスクドライブ（標
準で3台搭載）は制御されています。3台のアレイディスクは出荷時にRAID 5で構築されて
います。
ディスクアレイコントローラは4つのチャネルを持ち、チャネル1が1台目のハードディスク
ドライブ、チャネル2が2台目、チャネル3が3台目のハードディスクドライブに接続されて
います。オプションの4台目のハードディスクドライブはチャネル4に接続されます。

4台目
3台目
2台目
1台目

4台目は
オプション。

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

IDE #1

IDE #2

IDE #3

　　　　PCI#1
　　　　PCI#2
　　　　PCI#3
　　　　PCI#4

3.5インチ
ディスクベイ

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

IDEケーブル

フロッピーディスクドライブケーブル

マザーボード
5.25インチ
デバイスベイ

ディスクアレイコントローラ

CH.4CH.3CH.2CH.1
LEDコネクタ

PCI#5

LEDケーブル
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N8100-993Y/1009Y

マザーボード上には3つのIDE（ATA）コネクタがあります。下図のIDE #1は、Ultra ATA100
のプライマリチャネルでハードディスクドライブ1と2用です。IDE #2は、Ultra ATA100の
セカンダリチャネルでハードディスクドライブ3と4用、IDE #3はUltra ATA66のCD-ROM
ドライブとオプションデバイス用です。

IDEの優先順位は「プライマリのマスター」→「プライマリのスレーブ」→「セカンダリのマス
ター」→「セカンダリのスレーブ」です。システムがインストールされたハードディスクドラ
イブは「プライマリのマスター」にする必要があります。

マスター
スレーブ
マスター
スレーブ

ハードディスク
はオプション。

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

IDE #1

IDE #2

IDE #3

　　　　PCI#1
　　　　PCI#2
　　　　PCI#3
　　　　PCI#4
PCI#5

3.5インチ
ディスクベイ

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

IDEケーブル

フロッピーディスクドライブケーブル

マザーボード
5.25インチ
デバイスベイ
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N8100-994Y/1010Y

最大6台のSCSIハードディスクドライブを搭載することのできるHDDケージを標準で搭載し
ています。HDDケージは、マザーボード上のPCI #2に搭載されているUltra320 SCSI RAID
コントローラに接続されています。下図のIDE #1およびIDE #2は、本装置では未使用です。

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

IDE #1

IDE #2

IDE #3

　　　　PCI#1
　　　　PCI#2
　　　　PCI#3
　　　　PCI#4
PCI#5

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

LEDケーブル

DAC LEDコネクタ

マザーボード
5.25インチ
デバイスベイ

RAIDコントローラボード

ID5
ID4
ID3
ID2 3.5インチ

ディスクベイ

残り3台は
オプション

IDEケーブル

フロッピーディスクドライブケーブル
SCSIケーブル

ID1
ID0
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SCSIファイルデバイスを搭載する場合

ファイルデバイスを搭載するためには、オプションのSCSIコントローラと内蔵SCSIケーブ
ルが必要です。

4台目
3台目
2台目
1台目

4台目は
オプション。

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

IDE #1

IDE #2

IDE #3

　　　　PCI#1
　　　　PCI#2
　　　　PCI#3
　　　　PCI#4

3.5インチ
ディスクベイ

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

IDEケーブル

フロッピーディスクドライブケーブル

マザーボード
5.25インチ
デバイスベイ

CH.4CH.3CH.2CH.1

終端抵抗

SCSIケーブル

SCSIコントローラボード

PCI#5
LEDコネクタ

LEDケーブル

終端抵抗はSCSIチェーン接続で一番最後に接続されるデバイスに対して設定（有効/無効）し
ます。途中のデバイスはすべて「無効」に設定してください。内蔵SCSIケーブルによっては、
終端コネクタが取り付けられている場合があります。SCSIケーブルで終端されている場合
は、接続しているデバイスすべて終端の設定を「無効」にしてください。各種設定について
は、デバイスに添付の説明書を参照してください。

ファイルデバイスは、SCSI転送レートの設定などをしておく必要があります。転送レート
についてはデバイスに添付の説明書を参照してください。設定は、SCSIコントローラの
BIOSユーティリティを使用します。詳しくは、SCSIコントローラに添付の説明書を参照し
てください。
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内蔵ハードディスクドライブをディスクアレイ構成にする
場合

N8100-993Yの内蔵ハードディスクドライブをディスクアレイで運用することもできます。
その他のモデルは標準でディスクアレイを構築しています。
次のRAIDコントローラボードをオプションでサポートしています。

ⓦ IDEディスクアレイコントローラ（N8103-73A）

ⓦ IDEディスクミラーリングコントローラ（N8103-74）

ⓦ S-ATAディスクアレイコントローラ（N8103-78）

RAIDコントローラを搭載できるスロットについては前述の「PCIボード」を参照してくださ
い。
内蔵の3.5インチデバイスベイに搭載されているハードディスクドライブをディスクアレイ
構成にする場合、RAIDコントローラボードに添付のIDEケーブルを使用します。ハードディ
スクドライブへのケーブル接続はRAIDコントローラボードのタイプによって異なる場合が
あります。各RAIDコントローラボードに添付の説明書を参照して接続してください。本体
のマザーボード上に接続されているハードディスクドライブ用のIDEケーブルは本体内部に
じゃまにならないように束ねておくか、取り外して大切に保管してください。

また、RAIDコントローラボードに接続したハードディスクドライブのアクセス状態を本体
前面のDISK ACCESSランプに表示させたい場合は、マザーボード上のDAC LEDランプと
RAIDコントローラボード上のLEDコネクタを本体に添付のLEDケーブルで接続してくださ
い（ケーブルとコネクタピンの極性について確認してください）。

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

IDE #1

IDE #2

IDE #3

PCI#1
PCI#2
PCI#3
PCI#4
PCI#5

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

IDEケーブル

フロッピーディスクドライブケーブル

LEDケーブル

DAC LEDコネクタ

I2Cケーブル

マザーボード
5.25インチ
デバイスベイ

RAIDコントローラボード
N8103-78
の場合

マスター
マスター
マスター
マスター

ハードディスク
はオプション。

3.5インチ
ディスクベイ

CH.4CH.3CH.2CH.1

〈IDEディスクアレイコントローラ（N8103-73A）/S-ATAディスクアレイコントローラ（N8103-78）〉
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マスター
マスター

ハードディスク
はオプション。

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

IDE #1

IDE #2

IDE #3

　　　　PCI#1
　　　　PCI#2
　　　　PCI#3
　　　　PCI#4
PCI#5

3.5インチ
ディスクベイ

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

IDEケーブル

フロッピーディスクドライブケーブル

RAIDコントローラボード

LEDケーブル

DAC LEDコネクタ

マザーボード
5.25インチ
デバイスベイ

〈IDEディスクミラーリングコントローラ（N8103-74）〉
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電源ケーブル

本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が印刷されています（Pnn・nn: 数
字）。コネクタ番号と接続される内蔵デバイスは以下のとおりです。

N8100-888/940

P6

P8
P9

P10
P11

P1

P5

P7

P4*

P4

電源ケーブル

電源ユニット

P2
ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

3.5インチ
ディスクベイ

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

マザーボード

5.25インチ
デバイスベイ

4台目
3台目
2台目
1台目

*　どちらか一方に接続する

N8100-993Y/1009Y

P6

P8

P9
P10

P11

P1

P5

P7

P??

P4

電源ケーブル

電源ユニット

P2
ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

3.5インチ
ディスクベイ

CD-ROM

DVD-RAM

オプション

オプション

マザーボード

5.25インチ
デバイスベイ

1台目
2台目
3台目
4台目



131

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
編

N8100-994Y/1010Y

P6

P8
P9

P10
P11

P1

P5

P7

P4*

P4

電源ケーブル

電源ユニット

P2
ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ
ﾄﾞﾗｲﾌﾞ

CD-ROM

オプション

オプション

オプション

マザーボード

5.25インチ
デバイスベイ

*　どちらか一方に接続する

3.5インチ
ディスク
ベイ

4台目
5台目

3台目
2台目
1台目

6台目
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システムコンフィグレーション　－ SETUP －
Basic Input Output System（BIOS）の設定方法について説明します。

Expressサーバを導入したときやオプションの増設／取り外しをするときはここで説明する内容をよく理
解して、正しく設定してください。

SETUPはExpressサーバの基本ハードウェアの設定を行うためのユーティリティツールです。このユー
ティリティはExpressサーバ内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティ
リティなどがなくても実行できます。

SETUPで設定される内容は、出荷時にExpressサーバにとって最も標準で最適な状態に設定していますの
でほとんどの場合においてSETUPを使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必要
に応じて使用してください。

重要�

ⓦ SETUPの操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってください。

ⓦ S E T U P では、パスワードを設定することができます。パスワードには、
「Supervisor」と「User」の2つのレベルがあります。「Supervisor」レベルのパスワー
ドでSETUPにアクセスした場合、すべての項目の変更ができます。「Supervisor」の
パスワードが設定されている場合、「User」レベルのパスワードでは、設定内容を変更
できる項目が限られます。

ⓦ OS（オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワードを設定しないでく
ださい。

ⓦ Expressサーバには、最新のバージョンのSETUPユーティリティがインストールされ
ています。このため設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定
項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてく
ださい。

起　動

Expressサーバの電源をONにください。

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。

Press <F2> to enter SETUP

ここで<F2>キーを押すと、SETUPが起動してMainメニュー画面を表示します。

以前にSETUPを起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が
表示されます。パスワードを入力してください。

Enter password:[                     ]
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Console Redirection
Assert NMI on PERR:
Assert NMI on SERR:
Post Error Pause
AC-LINK:

Additional setup
menu to change
server management
features.

Item Specific Help

[Enabled]
[Enabled]
[Enabled]
[Last State]

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Save and ExitSub-Menu  Enter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Main Advanced Security Server Boot

Phoenix BIOS Setup Utility

Exit

パラメータ（選択すると文字が反転する）

設定項目

現在表示しているメニューを示す

キーの機能説明

サブメニューが
あることを示す

オンラインヘルプ
ウィンドウ

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、Express
サーバは動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源をOFFにしてください。

ヒント�

パスワードには、「Supervisor」と「User」の2種類のパスワードがあります。「Supervisor」で
は、SETUPでのすべての設定の状態を確認したり、それらを変更したりすることができま
す。「User」では、確認できる設定や、変更できる設定に制限があります。

キーと画面の説明

キーボード上の次のキーを使ってSETUPを操作します（キーの機能については、画面下にも
表示されています）。

カーソルキー（↑、↓） 画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ
れています。

カーソルキー（←、→） MainやAdvanced、Security、Server、Boot、Exitなどのメニューを選択します。
<－>キー／<＋>キー 選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に「 ▼

�

」がつ
いているもの）を選択している場合、このキーは無効です。

<Enter>キー 選択したパラメータの決定を行うときに押します。
<Esc>キー ひとつ前の画面に戻ります。
<F1>キー SETUPの操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。SETUPの

操作についてのヘルプ画面が表示されます。<Esc>キーを押すと、元の画面に戻りま
す。

<F9>キー 現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時の設定
と異なる場合があります）。

<F10>キー SETUPの設定内容を保存し、SETUPを終了します。
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設定例

次にソフトウェアと連係した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設
定例を示します。

管理ソフトウェアとの連携関連

「ESMPRO/ServerManager」を使ってネットワーク（NIC）経由で本体の電源を制御する

「Advanced」→「Advanced Chipset Control」→「Wake On LAN/PME」→「Enabled」
「Server」→「AC-LINK」→「StayOff」

UPS関連

UPSと電源連動させる

－　UPSから電源が供給されたら常に電源をONさせる
「Server」→「AC-LINK」→「Power On」

－　UPSから電源が供給されても電源をOFFのままにする
「Server」→「AC-LINK」→「StayOff」

起動関連

Expressサーバに接続している起動デバイスの順番を変える

「Boot」→起動順序を設定する

POSTの実行内容を表示する

「Advanced」→「Boot-time Diagnostic Screen」→「Enabled」
「NEC」ロゴの表示中に<Esc>キーを押しても表示させることができます。

HWコンソールから制御する

「Server」→「Console Redirection」→それぞれの設定をする
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メモリ関連

「Advanced」→「Memory Configuration」→表示を確認する

画面の表示とマザーボード上のソケットの位置は下図のように対応しています。

メモリ(DIMM）のエラー情報をクリアする

「Advanced」→「Memory Configuration」→「Memory Retest」→「Yes」→リブートするとク
リアされる

DIMM Group #2

DIMM Group #4

DIMM Group #1 DIMM Group #3
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CPU関連

搭載しているCPUの状態を確認する

「Main」→「Processor Settings」→表示を確認する

画面に表示されているCPU番号とマザーボード上のソケットの位置は下図のように対応して
います。

Processor 2

Processor 1

CPUのエラー情報をクリアする

「Main」→「Processor Settings」→「Processor Retest」→「Yes」→リブートするとクリアさ
れる

キーボード関連

Numlockを設定する

「Advanced」→「Numlock」

セキュリティ関連

BIOSレベルでのパスワードを設定する

「Security」→「Set Supervisor Password」→パスワードを入力する
管理者パスワード（Supervisor）、ユーザーパスワード（User）の順に設定します。

POWERスイッチの機能を有効/無効にする

「Security」→「Power Switch Mask」→「Enabled」（Powerスイッチ無効）
「Security」→「Power Switch Mask」→「Disabled」（Powerスイッチ有効）

重要�

POWERスイッチを無効にするとPOWERスイッチによるON/OFF操作に加え、「強制
シャットダウン（180ページ参照）」も機能しなくなります。

セキュアモードを設定する

「Security」→それぞれを設定する
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外付けデバイス関連

外付けデバイスに対する設定をする

「Advanced」→「I/O Device Configuration」→それぞれのデバイスに対して設定をする

内蔵デバイス関連

Expressサーバ内蔵のPCIデバイスに対する設定をする

「Advanced」→「Advanced Chipset Control」→「PCI Device」→それぞれのデバイスに対し
て設定をする

ディスクアレイコントローラボードまたはグラフィックスアクセラレータボードを取り付け
る

「Advanced」→「PCI Configuration」→「PCI Slot n」→「Option ROM Scan」→「Enabled」　
n: 取り付けたスロット番号

ハードウェアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後）

「Advanced」→「Reset Configuration Data」→「Yes」

設定内容のセーブ関連

BIOSの設定内容を保存する

「Exit」→「Exit Saving Changes」または「Save Changes」

変更したBIOSの設定を破棄する

「Exit」→「Exit Discarding Changes」または「Discard Changes」

BIOSの設定をデフォルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります）

「Exit」→「Load Setup Defaults」
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Phoenix BIOS Setup Utility

Main Advanced Security Server Boot

System Time:
System Date:

Legacy Floppy A:

Hard Disk Pre-Delay
Primary IDE Master
Primary IDE Slave
Secondary IDE Master
Secondary IDE Slave
Tentiary IDE Master
Tentiary IDE Slave

Processor Settings

Language: 
BIOS Version:

<Tab>, <Shift-Tab>, or
<Enter> selects field.

Item Specific Help

Exit

F1    Help ↑↓  Select Item -/+        Change Values F9    Setup Defaults
F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

[14:18:58]
[05/05/2002]

[1.44/1.25 MB 3.5"]

[Disabled]
[None]
[None]
[Auto]
[None]
[Auto]
[None]

[English (US)]
xx.xx

パラメータと説明

SETUPには大きく6種類のメニューがあります。

ⓦ Mainメニュー
ⓦ Advancedメニュー
ⓦ Securityメニュー
ⓦ Serverメニュー
ⓦ Bootメニュー
ⓦ Exitメニュー

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を
説明をします。

Main

SETUPを起動すると、はじめにMainメニューが表示されます。項目の前に「 ▼ 」がついてい
るメニューは、選択して<Enter>キーを押すとサブメニューが表示されます。

Mainメニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。
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項　目 パラメータ 説　　明

System Time HH:MM:SS 時刻の設定をします。

System Date MM/DD/YYYY 日付の設定をします。

Legacy Floppy A Disabled フロッピーディスクドライブA（標準装備）の
1.2MB 5.25" 設定をします。
720Kb 3.5"
[1.44.1.25MB 3.5"]

Hard Disk Pre-Delay [Disabled] POST中に初めてIDEデバイスへアクセスす
3 seconds る時に設定された時間だけ待ち合わせを行い
6 seconds ます。
9 seconds
12 seconds
15 seconds
21seconds
30 seconds

Primary IDE Master 　　　－ それぞれのチャネルに接続されているデバイ
Primary IDE Slave 　　　 スの情報をサブメニューで表示します。
Secondary IDE Master 　　　 一部設定を変更できる項目がありますが、出
Secondary IDE Slave 　　　 荷時の設定のままにしておいてください。
Tertiary IDE Master
Tertiary IDE Slave

Language [English(US)] SETUPで表示する言語を選択します。
Franoacis
Deutsch
Espanol
Italiano

Processor Settings 　　　－ プロセッサの情報をサブメニューで表示しま
す。

BIOS Version 　　　－ B IOSのバージョンを表示します（表示の
み）。

[ ]: 出荷時の設定

重要�

BIOSのパラメータで時刻や日付が正しく設定されていることを必ず確認してください。次
の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認・調整をしてください。

－ 装置の輸送後

－ 装置の保管後

－ 装置の動作を保証する環境条件（温度：10℃～35℃・湿度：20%～80%）から外れた
条件下で休止状態にした後

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求する
ようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ（NTPサーバ）などを利用して運用するこ
とをお勧めします。
システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買い求め
の販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。
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Primary IDE Master/Primary IDE Slave/Secondary IDE Master/
Secondary IDE Slave/Tertiary IDE Master/Tertiary IDE Slave

メニューとデバイスは次のように対応しています。

－「Primary IDE Master」: ハードディスクドライブ1（オプション）
－「Primary IDE Slave」: ハードディスクドライブ2（オプション）
－「Secondary IDE Master」: ハードディスクドライブ3（オプション）
－「Secondary IDE Slave」: ハードディスクドライブ4（オプション）
－「Tertiary IDE Master」: CD-ROMドライブ（標準装備）
－「Tertiary IDE Slave」: バックアップデバイス（オプション）

Phoenix BIOS Setup Utility

Main Advanced Security Server Boot

Type:

Mulit-Sector Transfers:
LBA Mode Control:
Transfer Mode:
Ultra DMA Mode:

<Tab>, <Shift-Tab>, or
<Enter> selects field.

Primary IDE Master Item Specific Help

Exit

F1    Help ↑↓  Select Item -/+        Change Values F9    Setup Defaults
F10  Save and ExitSub-MenuEnter  Select←→  Select MenuEsc  Exit

[ Auto ]

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

Type None 本項目の設定は変更しないでください。
User
［Auto］
CD-ROM
IDE Removable
ATAPI Removable
Other Removable

Multi-Sector Transfers Disabled ブロックごとの最大セクタ数を表示します
2 Sectors （搭載デバイスによって異なる）。
4 Sectors
8 Sectors
16 Sectors

LBA Mode Control Enabled LBAモードに基づいたアドレス管理の設定を
Disabled 表示します（搭載デバイスによって異なる）。

[ ]: 出荷時の設定

図は「Primary IDE Master」を選択したときのものです
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項　目 パラメータ 説　　明

Transfer Mode Standard データ転送モード（PIOモード）の設定を表示
Fast PIO 1 します（搭載デバイスによって異なる）。
Fast PIO 2
Fast PIO 3
Fast PIO 4
FPIO 3/DMA 1
FPIO 4/DMA 2

Ultra DMA Mode Disabled Ultra DMA機能を抑止しているか、またはど
Mode 0 のモードを設定してるかを表示します（搭載
Mode 1 デバイスによって異なる）。
Mode 2
Mode 3
Mode 4
Mode 5

[ ]: 出荷時の設定
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Processor Settings

Mainメニューで「Processor Settings」を選択すると、以下の画面が表示されます。

Processor Speed Setting:

Processor 1 CPUID:
Processor 1 L1 Cache:

Processor 2 CPUID:
Processor 2 L2 Cache:

Hyper-Threading Technology:

Processor Retest:

Select ’Yes’, BIOS
will clear historical
processor status and
retest all processors
on next boot.

Item Specific HelpProcessor Settings

F1     Help ↑↓   Select Item -/+        Change Values F9    Setup Defaults
F10   Previous ValueSub-MenuEnter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Main

2.40 GHz

0F24
512 KB

0F24
512 KB

[Enalbed]

[No]

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

Processor Speed Setting 　　　－ CPUの周波数を表示します。

Processor 1 CPUID 数値 数値の場合はプロセッサ1のIDを示します。
Disabled 「Disabled」はプロセッサの故障、「Not
Not Installed Installed」は取り付けられていないことを示

します（表示のみ）。

Processor L1 Cache 　　　－ プロセッサ1のキャッシュを表示します。

Processor 2 CPUID 数値 数値の場合はプロセッサ2のIDを示します。
Disabled 「Disabled」はプロセッサの故障、「Not
Not Installed Installed」は取り付けられていないことを示

します（表示のみ）。

Processor L2 Cache 　　　－ プロセッサ2のキャッシュを表示します。

Hyper-Threading Technology [Enabled] プロセッサのHyper-Threading
Disabled Technologyの有効/無効を設定します。

Processor Retest [No] CPUのエラー情報をクリアします。
Yes

[ ]: 出荷時の設定
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Advanced

カーソルを「Advanced」の位置に移動させると、Advancedメニューが表示されます。

項目の前に「 ▼
�

」がついているメニューは、選択して<Enter>キーを押すとサブメニューが表
示されます。

Memory Configuration
PCI Configuration
I/O Device Configuraion
Advanced Chipset Control

Boot-time Diagnostic Screen:

Reset Configuration Data:

NumLock:

Memory Reconfiguration
Menu.

Item Specific Help

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Save and ExitSub-MenuEnter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Main Advanced Security Server Boot Exit

[Disabled]

[No]

[Off]

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

Boot-time Diagnostic [Disabled] 起動時の自己診断（POST）の実行画面を表示
Screen Enabled させるか、表示させないかを設定します。

「Disab led」に設定すると、POSTの間、
「NEC」ロゴが表示されます。（ここで<Esc>
キーを押すとPOSTの実行画面に切り替わり
ます。）

Reset Configuration Data [No] Configuration Data（POSTで記憶している
Yes システム情報）をクリアするときは「Yes」に

設定します。装置の起動後にこのパラメータ
は「No」に切り替わります。

NumLock On システム起動時にNumlockの有効/無効を設
[Off] 定します。

[ ]: 出荷時の設定
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Memory Configuration

Advancedメニューで「Memory Configuration」を選択すると、以下の画面が表示されま
す。

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

System Memory nnnKB システムに搭載された基本メモリ容量を表示
します。（表示のみ）

Extended Memory nnmnKB システムに搭載された拡張メモリ容量を表示
します。（表示のみ）

Shadow Ram nnnKB シャドウRAM用に割り当てられているメモ
リ容量を表示します。（表示のみ）

Cache Ram nnnKB システムのキャッシュメモリ容量を表示しま
す。（表示のみ）

DIMM Group #1 - #4 Status Normal メモリの現在の状態を表示します。
Disabled 「Normal」はメモリが正常であることを示し
Not Installed ます。「Disabled」は故障していることを、

「Not Installed」はメモリが取り付けられてい
ないことを示します。（表示のみ）

Memory Retest [No] メモリのエラー情報をクリアします。
Yes

[ ]: 出荷時の設定

System Memory
Extended Memory
Shadow Ram
Cache Ram
DIMM Group #1 Status
DIMM Group #2 Status
DIMM Group #3 Status
DIMM Group #4 Status

Memory Retest

Clear the memory
error status.

Item Specific HelpMemory Configuration

F1     Help              ↑↓   Select Item                     -/+         Change Values                         F9    Setup Defaults
Esc   Exit               ←→   Select Menu                   Enter  Select       Sub-Menu                F10   Save and Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Advanced

nnnKB
nnnnKB
nnKB
nnKB
Normal
Not Installed
Not Installed
Not Installed

[No]
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Embedded NIC (Gbit) 
Embedded Video Controller

PCI Slot 1
PCI Slot 2
PCI Slot 3
PCI Slot 4
PCI Slot 5

Additional setup
menus to configure
embedded NIC
controller.

Item Specific HelpPCI Configuration

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Save and ExitSub-MenuEnter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Advanced

PCI Configuration

Advancedメニューで「PCI Configuration」を選択すると、以下の画面が表示されます。そ
れぞれを選択するとサブメニューが表示されます。

－ Embedded NIC (Gbit)

項　目 パラメータ 説　　明

LAN Controller [Enabled] オンボード上のLANコントローラの有効/無
Disabled 効を設定します。

Option ROM Scan [Enabled] オンボード上のLANコントローラのBIOSの
Disabled 展開の有効/無効を設定するサブメニューを

表示します。

[ ]: 出荷時の設定

－ Embedded Video Controller

項　目 パラメータ 説　　明

Video Controller [Enabled] オンボード上のビデオコントローラの有効/
Disabled 無効を設定します。

[ ]: 出荷時の設定

－ PCI Slot 1 - PCI Slot 5

項　目 パラメータ 説　　明

Option ROM Scan [Enabled] PCIバスに接続されているデバイス（ボード）
Disabled に搭載されているBIOSの有効/無効を設定す

るサブメニューを表示します。グラフィック
スアクセラレータボードを取り付けたスロッ
トなどは「Enabled」にします。ただし、次の
場合は、「Disabled」に設定してください。

ⓦ 取り付けたRAIDコントローラおよびSCSIコ
ントローラにOSがインストールされている
ハードディスクドライブを接続しない場合

ⓦ オプションROM BIOSを搭載したLANコン
トローラボードを使用していて、このボー
ドからネットワークブートをしない場合

[ ]: 出荷時の設定
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Serial port A:
    Base I/O address:
    Interrupt:
Serial port B:
    Base I/O address:
    Interrupt:
Parallel port:
   Mode:
   Base I/O address:
   Interrupt:
   DMA channel:

PS/2 Mouse
USB Host Controller
Legacy USB Support

Configure serial port 1
using options:

[Disabled]
   No configuration

[Enabled]
   User configuration

[Auto]
   BIOS or OS chooses
   configuration

Item Specific HelpI/O Device Configuration

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Save and ExitSub-MenuEnter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Advanced

[Enabled]
[3F8]
[IRQ 4]
[Enabled]
[2F8]
[IRQ 3]
[Enabled]
[ECP]
[378]
[IRQ 7]
[DMA 1]

[Disabled]
[Enabled]
[Disabled]

I/O Device Configuration

Advancedメニューで「I/O Device Configuration」を選択すると、以下の画面が表示され
ます。

項目については次の表を参照してください。

重要�

割り込みやベースI/Oアドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値が他
のリソースで使用されている場合は黄色の「＊」が表示されます。黄色の「＊」が表示されて
いる項目は設定し直してください。
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項　目 パラメータ 説　　明

Serial Port A Disabled シリアルポートAの有効/無効を設定しま
[Enabled] す。

Base I/O Address [3F8] シリアルポートAのためのベースI/Oアドレ
2F8 スを設定します。
3E8
2E8

Interrupt IRQ 3 シリアルポートAのための割り込みを設定し
[IRQ 4] ます。

Serial Port B Disabled シリアルポートBの有効/無効を設定しま
[Enabled] す。

Base I/O Address 3F8 シリアルポートBのためのベースI/Oアドレ
[2F8] スを設定します。
3E8
2E8

Interrupt [IRQ 3] シリアルポートBのための割り込みを設定し
IRQ 4 ます。

Parallel Port Disabled パラレルポートの有効/無効を設定します。
[Enabled]

Mode Output only パラレルポートの動作モードを設定します。
Bi-directional
EPP
[ECP]

Base I/O Address [378] パラレルポートのベースI/Oアドレスを設定
278 します。

Interrupt IRQ 5 パラレルポートのための割り込みを設定し
[IRQ 7] ます。

DMA channel [DMA 1] パラレルポートのためのDMAチャネルを
DMA 3 設定します。

PS/2 Mouse Disabled マウスの有効/無効を設定します。
[Enabled]

USB Host Controller Disabled USBコントローラの有効/無効を設定しま
[Enabled] す。

Legacy USB Support [Disabled] USBを正式にサポートしていないOSでも
Enabled USBキーボードが使用できるようにするかど

うかを設定します。

[ ]: 出荷時の設定
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Advanced Chipset Control

Advancedメニューで「Advanced Chipset Control」を選択すると、以下の画面が表示され
ます。

Wake On LAN/PME:
Wake On Ring:
Wake On RTC:

   

Item Specific HelpAdvanced Chipset Control

[Disabled]
[Disabled]
[Disabled]

System Hardware

F1     Help              ↑↓   Select Item                  -/+         Change Values                        F9     Setup Defaults
Esc   Exit               ←→   Select Menu                Enter   Select        Sub-Menu            F10   Save and Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Advanced

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

Wake On LAN/PME [Disabled] NICまたはPCIスロット1～5に搭載したPCI
Enabled ボードを介したリモートパワーオン機能の有

効/無効を設定します。

Wake On Ring [Disabled] シリアルポートを介したリモートパワーオン
Enabled 機能の有効/無効を設定します。

Wake On RTC [Disabled] リアルタイムクロックを利用したリモート
Enabled パワーオン機能の有効/無効を設定します。

[ ]: 出荷時の設定
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Security

カーソルを「Security」の位置に移動させると、Securityメニューが表示されます。

User Password Is:
Supervisor Password Is
Set User Password
Set Supervisor Password

Password on boot:
Fixed disk boot sector:

Secure Mode Timer:
Hot Key (CTRL+ALT+):
Secure Mode Boot:
Floppy Write Protect:

Power Switch Mask:

Superviosor Password
controls access to the 
setup utility.

Item Specific Help

F1     Help ↑↓   Select Item -/+       Change Values   F9     Setup Defaults
F10   Previous ValueSub-MenuEnter Select←→   Select MenuEsc   Exit

Main Advanced Security Server Boot Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Clear
Clear
[Enter]
[Enter]

[Disabled]
[Normal]

[Disabled]
[L]
[Disabled]
[Disabled]

[Disabled]

User Passwordを登録
しているときのみ選択で
きる。

User Password Is:
Supervisor Password Is
Set User Password
Set Supervisor Password

Password on boot:
Fixed disk boot sector:

Secure Mode Timer:
Hot Key (CTRL+ALT+):
Secure Mode Boot:
Floppy Write Protect:

Power Switch Mask:

Superviosor Password
controls access to the 
setup utility.

Item Specific Help

F1     Help ↑↓   Select Item -/+       Change Values   F9     Setup Defaults
F10   Previous ValueSub-MenuEnter Select←→   Select MenuEsc   Exit

Main Advanced Security Server Boot Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Clear
Clear
[Enter]
[Enter]

[Disabled]
[Normal]

[2 hr]
[L]
[Disabled]
[Disabled]

[Disabled]

[                     ]
[                     ]

Set Supervisor Password

     Enter New Password
Confirm New Password

Set Supervisor PasswordもしくはSet User Passwordのどちらかで<Enter>キーを押す
と以下のような画面が表示されます（画面は「Set Supervisor Password」を選択したときの
画面です）。

ここでパスワードの設定を行います。パスワードは7文字以内の英数字および記号でキー
ボードから直接入力します。

Supervisor Password
を登録しているときのみ
選択できる。
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重要�

ⓦ 「User Password」は、「Supervisor Password」を設定していないと設定できませ
ん。

ⓦ OSのインストール前にパスワードを設定しないでください。

ⓦ パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお
問い合わせください。

各項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

Set User Password 7文字までの英数字 <Enter>キーを押すとユーザーのパスワード
入力画面になります。このパスワードでは
SETUPメニューへのアクセスが制限されま
す。

Set Supervisor Password 7文字までの英数字 <Enter>キーを押すとスーパーバイザのパス
ワード入力画面になります。このパスワード
ですべてのSETUPメニューにアクセスでき
ます。この設定は、SETUPを起動したとき
のパスワードの入力で「Supervisor」でログイ
ンしたときのみ設定できます。

Password on boot [Disabled] ブート時にパスワードの入力を行う／行わな
Enabled いの設定をします。先にスーパバイザのパス

ワードを設定する必要があります。もし、
スーパーバイザのパスワードが設定されてい
て、このオプションが無効の場合はBIOSは
ユーザーがブートしていると判断します。

Fixed disk boot sector [Normal] IDEハードディスクドライブに対する書き込
みを防ぎ

Write Protect ます。本装置ではIDEハードディスクドライ
ブをサポートしていません。

Secure Mode Timer [Disabled] キーボードやマウスからの入力が途絶えて
2 min からSecure Modeに入るまでの時間を設定
5 min します。「Disabled」の時はSecure Modeに
10 min なりません。
20 min
1 hr
2 hr

Hot Key (CTRL+ALT+) [L] Secure Modeを起動させるキーを設定しま
す。<Ctrl>キーと<Alt>キーを押しながら設
定したキーを押すとSecure Modeが起動し
ます。

Secure Mode Boot [Disabled] Expressサーバの起動時にSecure Mode
Enabled で起動させるかどうかを設定します。

Floppy Write Protect [Disabled] Secure Modeの間、フロッピーディスクド
Enabled ライブにセットしたフロッピーディスクへの書

き込みを許可するか禁止するかを設定します。

Power Switch Mask [Disabled] POWERスイッチの機能の有効／無効を設定
Enabled します。「Enabled」に設定すると、OSの起

動後はPOWERスイッチで電源をOFFできな
くなります。（強制シャットダウン（POWER
スイッチを4秒以上押して強制的にシャット
ダウンさせる機能）も含む。）

[ ]: 出荷時の設定
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Server

カーソルを「Server」の位置に移動させると、Serverメニューが表示されます。
Serverメニューで設定できる項目とその機能を示します「Console Redirection」は選択後、
<Enter>キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。

Console Redirection
Assert NMI on PERR:
Assert NMI on SERR:
Post Error Pause
AC-LINK:

Additional setup
menu to change
server management
features.

Item Specific Help

[Enabled]
[Enabled]
[Enabled]
[Last State]

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Save and ExitSub-Menu  Enter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Main Advanced Security Server Boot

Phoenix BIOS Setup Utility

Exit

各項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

Assert NMI on PERR Disabled PCI PERRのサポートを設定します。
[Enabled]

Assert NMI on SERR Disabled PCI SERRのサポートを設定します。
[Enabled]

Post Error Pause Disabled POSTの実行中にエラーが発生した際に、
[Enabled] POSTの終わりでPOSTをいったん停止する

かどうかを設定します。

AC-LINK Stay Off AC-LINK機能を設定します。AC電源が再度
[Last State] 供給されたときのExpressサーバの電源の状
Power On 態を設定します（次ページの表を参照）。無停

電電源装置を利用し、自動運転を行う場合
は、「Power On」に設定してください。

[ ]: 出荷時の設定
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「AC-LINK」の設定と本装置のAC電源がOFFになってから再度電源が供給されたときの動作
を次の表に示します。

AC電源OFFの前の状態
設　定

Stay Off Last State Power On

動作中 Off On On

停止中（DC電源もOffのとき） Off Off On

強制シャットダウン* Off Off On

* POWERスイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源をOFFにします。

Console Redirection

Serverメニューで「Console Redirection」を選択し<Enter>キーを押すと、以下の画面が表
示されます。

BIOS Redirection Port:
ACPI Redirection Port:
Baud Rate:
Flow Control:
Terminal Type:

If enabled, the console
will be redirected to
this port.
If console Redirection
is enabled, this
address must match the
settings of serial 
port 2.

Item Specific HelpConsole Redirection

[Disabled]
[Disabled]
[19.2K]
[CTS/RTS]
[VT100+]

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Save and ExitSub-MenuEnter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Phoenix BIOS Setup Utility

Server

項目については次の表を参照してください。

項　目 パラメータ 説　　明

BIOS Redirection Port [Disabled] HWコンソールを接続するシリアルポートを
Serial Port A 設定します。
Serial Port B

ACPI Redirection Port [Disabled] OS動作中にACPIコンソールを接続するシリ
Serial Port A アルポートを設定します。
Serial Port B

Baud Rate 9600 連続するHWコンソールとのインタフェース
[19.2k] に使用するボーレートを設定します。
57.6k
115.2k

[ ]: 出荷時の設定
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<↑>キー/<↓>キー、<＋>キー/<－>キーでブートデバイスの優先順位を変更できます。
各デバイスの位置へ<↑>キー/<↓>キーで移動させ、<＋>キー/<－>キーで優先順位を変更
できます。

重要�

EXPRESSBUILDERを起動する場合は、上図に示す順番に設定してください。

  CD-ROM Drive
+Removable Devices
+Hard Drive
  IBA 4.0.19 Slot 0003

Keys used to view or
configure devices:
<Enter> expands or
collapses devices with
a + or -
<+> and <-> moves the
device up or down.
<n> May move removable
device between Hard
Disk or Removable Disk

Item Specific Help

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Save and ExitSub-MenuEnter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Main Advanced Security Server Boot

Phoenix BIOS Setup Utility

Exit

項　目 パラメータ 説　　明

Flow Control None フロー制御の方法を設定します。
Xon/Xoff
[CTS/RTS]

Terminal Type PC ANSI HWコンソールタイプを選択します。
[VT100+]
VT-UTF8

[ ]: 出荷時の設定

Boot

カーソルを「Boot」の位置に移動させると、起動順位を設定するBootメニューが表示されま
す。
Expressサーバは起動時にこのメニューで設定した順番にデバイスをサーチし、起動ソフト
ウェアを見つけるとそのソフトウェアで起動します。



154

Exit Saving Changes
Exit Discarding Changes
Load Setup Defaults
Discard Changes
Save Changes

Exit System Setup and
save your changes to 
CMOS.

Item Specific Help

F1     Help ↑↓   Select Item -/+         Change Values F9     Setup Defaults
F10   Previous ValueSub-MenuEnter   Select←→   Select MenuEsc   Exit

Main Advanced Security Server Boot

Phoenix BIOS Setup Utility

Exit

Exit

カーソルを「Exit」の位置に移動させると、Exitメニューが表示されます。

このメニューの各オプションについて以下に説明します。

Exit Saving Changes

新たに選択した内容をCMOS（不揮発性メモリ）内に保
存してSETUPを終わらせる時に、この項目を選択しま
す。Exit Saving Changesを選択すると、右の画面が
表示されます。
ここで、「Yes」を選ぶと新たに選択した内容をCMOS
（不揮発性メモリ）内に保存してSETUPを終了し、
Expressサーバは自動的にシステムを再起動します。

Exit Discarding Changes

新たに選択した内容をCMOS（不揮発性メモリ）内に保
存しないでSETUPを終わらせたい時に、この項目を選
択します。
ここで、「No」を選択すると、変更した内容を保存しな
いでSETUPを終わらせることができます。「Yes」を選
択すると変更した内容をCMOS内に保存してSETUP
を終了し、Expressサーバは自動的にシステムを再起
動します。

Save configuration changes and exit now?

[Yes]                  [No]

Setup Confirmation

Discard changes and exit setup now?

[Yes]                  [No]

Setup Confirmation
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Load default configuration now?

[Yes]                  [No]

Setup Confirmation

Load Setup Defaults

SETUPのすべての値をデフォルト値に戻したい時に、この
項目を選択します。Load Setup Defaultsを選択すると、右
の画面が表示されます。
ここで、「Yes」を選択すると、デフォルト値に戻ります。
「No」を選択するとExitメニューの画面に戻ります。

重要�

モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。この項で説明し
ている設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す必要があります。

Discard Changes

CMOSに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻した
い場合は、この項目を選択します。Discard Changesを選
択すると右の画面が表示されます。
ここで、「Yes」を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、
以前の内容に戻ります。

Save Changes

SETUPを終了せず、新たに選択した内容をCMOS（不揮発
性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択します。Save
Changesを選択すると、右の画面が表示されます。
ここで、「Yes」を選ぶと新たに選択した内容をCMOS（不揮
発性メモリ）内に保存します。

Load previous configuration now?

[Yes]                  [No]

Setup Confirmation

Save configuration changes now?

[Yes]                  [No]

Setup Confirmation
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CMOSの内容の保護/
クリア用ピン

パスワードの保護/
クリア用ピン

ピン11-12にある
クリップを使う

CMOS・パスワードのクリア

Expressサーバ自身が持つセットアップユーティリティ「SETUP」では、Expressサーバ内部
のデータを第三者から保護するために独自のパスワードを設定することができます。
万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリア
することができます。
また、ExpressサーバのCMOSに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行い
ます。

重要�

CMOSの内容をクリアするとSETUPの設定内容がすべて出荷時の設定に戻ります。

パスワード/CMOSのクリアはExpressサーバ内部のジャンパスイッチを操作して行いま
す。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。

重要�

その他のジャンパの設定は変更しないでください。Expressサーバの故障や誤動作の原因
となります。

ⓦ パスワードの保護/クリア用ピン

2つのピンをショート: パスワードをクリアする
2つのピンをオープン: パスワードを保護する（出荷時の設定）

ⓦ CMOSの内容の保護/クリア用ピン

2つのピンをショート: CMOSの内容をクリアする
2つのピンをオープン: CMOSの内容を保護する（出荷時の設定）
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。

警告�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死
亡するまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、iiiページ以降の説明をご
覧ください。

ⓦ　自分で分解・修理・改造はしない

1. 95ページを参照してExpressサーバの電源をOFFにして、電源コードをコンセントから抜く。

2. サイドカバー（96ページ参照）を取り外す。

3. クリアしたい機能のジャンパスイッチの設定を変更する。

重要�

ⓦ Expressサーバのジャンパピン（ピン11-12）に付いているクリップを使用してください。

ⓦ クリップをなくさないよう注意してください。

4. Expressサーバを元どおりに組み立ててPOWERスイッチを押す。

5. POSTを終了したら、電源をOFFにする。

6. ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源をONにして設定し直す。

ヒント�

クリップをなくさないためにも使用後
はジャンパピン11-12に差し込んでおい
てください。その他のジャンパピンに
差し込むと誤動作をするおそれがあり
ます。

ピン11-12
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割り込みラインとI/Oポートアドレス

割り込みラインやI/Oポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプ
ションを増設するときなどに参考にしてください。

ⓦ 割り込みライン

出荷時では、次のように割り当てられています。

IRQ 周辺機器（コントローラ） IRQ 周辺機器（コントローラ）

0 システムタイマ 8 リアルタイムクロック

1 キーボード 9 PCI/SCI

2 カスケード接続 10 PCI

3 COM2シリアルポート（PCI） 11 T-IDE

4 COM1シリアルポート（PCI） 12 マウス

5 PCI/LPT2パラレルポート 13 数値演算プロセッサ

6 フロッピーディスク 14 P-IDE

7 LPT1パラレルポート 15 S-IDE

ⓦ PIRQとPCIデバイスの関係

出荷時では、PCIデバイスの割り込みは次のように割り当てられています。

メニュー項目 割り込み

PCI IRQ 1 －

PCI IRQ 2 －

PCI IRQ 3 オンボードLAN

PCI IRQ 4 －

PCI IRQ 5 オンボードGA

PCI IRQ 6 PCIスロット#1（INT A）

PCI IRQ 7 PCIスロット#2（INT A）

PCI IRQ 8 PCIスロット#3（INT A）

PCI IRQ 9 PCIスロット#4（INT A）

PCI IRQ 10 PCIスロット#5（INT A）

PCI IRQ 11 －

PCI IRQ 12 PCIスロット#1（INT C）、PCIスロット#2（INT D）、PCIスロット#3（INT
B）、PCIスロット#4（INT C）、PCIスロット#5（INT D）

PCI IRQ 13 PCIスロット#1（INT D）、PCIスロット#2（INT B）、PCIスロット#3（INT
C）、PCIスロット#4（INT D）、PCIスロット#5（INT B）

PCI IRQ 14 PCIスロット#1（INT B）、PCIスロット#2（INT C）、PCIスロット#3（INT
D）、PCIスロット#4（INT B）、PCIスロット#5（INT C）
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ⓦ I/Oポートアドレス

I/Oポートアドレスを次のように割り当てています。

アドレス*1 使用チップ*2

00 - 1F 8ビットDMAコントロールレジスタ
20 - 21 マスター8259プログラミングインタフェース
2E - 2F コンフィグレーション
40 - 43 8254プログラミングインタフェース

60 キーボード/マウス
61 NMIステータスレジスタ
64 キーボード/マウス

70 - 71 NMIイネーブルレジスタ/リアルタイムクロック
80 - 8F 16ビットDMAコントロールレジスタ
A0 - A1 スレーブ8259プログラミングインタフェース
C0 - DF DMAコントローラページレジスタ
E0 - E9 ベースアドレスレジスタ

F0 レジスタIRQ13
F1 - FF 論理デバイスコンフィグレーション

170 - 177 or BAR2 EDMA2互換モードプライマリコマンドブロックレジスタ
1E8 - 1EF EDMA2互換モードTertiaryコマンドブロックレジスタ

1F0 - 1F7 or BAR0 EDMA2互換モードセカンダリコマンドブロックレジスタ
278 - 27F （パラレルポート3）
2F8 - 2FF シリアルポート2
BAR or 376 EDMA2互換モードセカンダリコマンドブロックレジスタ
370 - 377 （フロッピーディスクドライブ2）、IDE 2
378 -37F （パラレルポート2）
3B0 - 3BB VGA
3BC - 3BE パラレルポート1
3C0 - 3DF VGA

3EE EDMA2互換モードTertiaryコマンドブロックレジスタ
3F6 or BAR1 EDMA2互換モードプライマリコマンドブロックレジスタ
3F0 - 3F7 フロッピーディスクドライブ1、IDE 1
3F8 - 3FF シリアルポート1

40B DMA1拡張ライトモードレジスタ
4D0 マスター8259 ELCRプログラミング
4D1 スレーブ8259 ELCRプログラミング
4D6 DMA2拡張ライトモードレジスタ

500 - 527 ACPIレジスタ
580 - 58F SMBusコントロール

C00 PCI IRQマッピングインデックスレジスタ
C01 PCI IRQマッピングデータレジスタ
C14 PCIエラーステータスレジスタ
C49 アドレス/ステータスコントロール
C4A 立ち上がり時間（Rise Time）カウンターコントロール
C52 汎用レジスタ（GPMs）
C6C ISAウェイトレジスタ
C6F その他コントロールレジスタ
CD6 パワーマネージメントインデックスレジスタ
CD7 パワーマネージメントデータレジスタ

CF8, CFC PCIコンフィグレーションスペース
CF9 リセットコントロール

F50 - F58 汎用チップセット
FE00 - FE3F チップセット
BAR4+00 - 0F EDMA2 PCIベースアドレスレジスタ4

*1 16進数で表記しています。
*2 PCIデバイスのI/OポートアドレスはPCIデバイスの種類や数によって任意に設定されます。
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RAIDコンフィグレーション
本装置標準装備のRAIDコントローラにはRAIDを構築するための専用のユーティリティが格納されていま
す。ここでは、RAIDコントローラのタイプとそのユーティリティの使い方について説明します。

IDEホットプラグモデル

IDEホットプラグモデルのRAIDドライブの構築については、EXPRESSBUILDER CD-ROM
にあるオンラインドキュメント「ディスクアレイコントローラ（IDE）オペレーションガイド」
で詳しく説明しています。

また、RAIDドライブの保守・管理には、「Power Console Plus」を使用します。Power
Console Plusに関してもEXPRESSBUILDER CD-ROMにあるオンラインドキュメントで詳
しく説明しています。

SCSIホットプラグモデル　－MegaRAID Configuration Utility－

MegaRAID® Configuration Utilityは、SCSIホットプラグもでるに標準装備のディスクアレ
イコントローラに格納されているディスクアレイの構築・管理をするためのユーティリティ
です。

使用上の注意

ユーティリティを使用して正しく本装置のディスクアレイを構築するために以下のことに注
意してください。

ⓦ ユーティリティを起動できるようにするために、標準装備のディスクアレイコントロー
ラが取り付けられているPCI #2のオプションROMを有効に設定してください。設定は
BIOS SETUPユーティリティの「Advanced」メニュー→「PCI Configuration」→「PCI
Slot 2」→「Option Rom Scan」を「Enable」（出荷時の設定）にします（145ページ）。

ⓦ 本装置でサポートしているRAIDレベルと出荷時に設定されているレベルは次のとおりで
す。

－ RAID1

ミラーリングでデータを記録します。読み込み/書き込みを同時にするため単体ディ
スクと比較して若干アクセス速度が劣ります。ディスクは冗長性を持っています。

－ RAID5

ストライピングにより3台以上のハードディスクドライブに分散してデータを記録し
ます。またストライピングされたデータのパリティ情報も各ハードディスクドライ
ブに分散して記録されます。ディスクは冗長性を持っています。増設スロット（ID 3
～5）は、増設用またはスペアドライブ用のスロットとして使用できます。
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－ RAID 0

複数のハードディスクドライブを1つのディスクとして扱います。すべてのハード
ディスクドライブに対して分散してデータの読み込み/書き込みをするため単体ディ
スクに比べてアクセス速度が向上します。ただし、ディスクは冗長性を持っていま
せん。

ⓦ 本装置のシステムを再インストールする場合、ライトキャッシュの設定を「Wr i t e
through」にしてください。システムの再インストール後に「Write back」に戻してくださ
い。確実にシステムを再インストールするためとインストール後のシステムの性能を向
上させるためです。

重要�

本装置のディスクアクセス性能を最大限に活用するためにライトキャッシュの設定を
「Write back」にしておく必要があります。

ⓦ ディスクアレイのコンフィグレーションをした後は、コンフィグレーション情報のバッ
クアップをとってください。このユーティリティでは、ハードディスクドライブ上に
バックアップをとる機能を持っていますが、フロッピーディスクへバックアップをとっ
てください。バックアップは、「EXPRESSBUILDER（「ソフトウェア編」参照）」か「Power
Console Plus（オンラインドキュメント参照）」を使ったどちらかの方法で作成できます。

ⓦ ディスクアレイシステムの整合性（コンシステンシ）を定期的にチェックしてください。
コンシステンシチェックはRAID 5またはRAID 1の場合のみです。コンシステンシチェッ
クには次の3つの方法があります。

－ このユーティリティを使った方法（この項の説明を参照）
－ OS起動後にコマンドプロンプトからのスケジュール実行（この項の説明を参照）
－ Power Console Plusを使った方法（オンラインドキュメントを参照）

ⓦ 故障したハードディスクドライブを交換し、正常なディスクの状態に戻す「リビルド」
は、このユーティリティ以外にPower Console Plusを使ってもできます（オンラインド
キュメント参照）。

ⓦ ハードディスクドライブベイに「スタンバイディスク」を設定しておくと、ハードディス
クドライブが故障したときに自動でスタンバイディスクを使ったリビルドが機能しま
す。ただし、あらかじめスタンバイディスクとしての設定が必要です（設定するハード
ディスクドライブはその他のハードディスクドライブと同じものでなければなりませ
ん）。

出荷時の設定ではスタンバイディスクは用意されていません。またスタンバイディスク
を用意すると出荷時のハードディスクドライブの全容量よりも容量は小さくなります。）

ⓦ このユーティリティではハードディスクドライブの状態を次のように表示します。

－ READY ........ 通電状態でコンフィグレーションされる前の状態
－ ONLIN .......... 通電状態で正常に動作でき、パックの一部として構成されている状態
－ HTSP ........... 通電状態でホットスペア用ディスク（スタンバイディスク）の状態
－ FAIL ............. ディスクアレイコントローラによって不良ディスクと判断されている

状態
－ REBLD ........ リビルド中の状態
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MegaRAID Configuration Utilityの起動

MegaRAID Configuration Utilityの起動方法を以下に示します。ユーティリティは本装置の
電源ON後に実行されるPower On Self-Test（POST）中に起動します。

1. 本体の電源をONにする。

2. POST画面で以下の表示を確認したら、<CTRL>+<M>キーを押す。

MegaRAID Configuration Utilityが起動します。

<CTRL>+<M>キーを押した後、以下のメッセージが表示されます。これは、キー入力を受け付
けたことを意味します。POST処理が終了後、MegaRAID Configuration Utilityが起動します。

LSI Logic IDE MegaRAID i4 BIOS Version x.xx MMM  DD, YYYY
Copyright(c) LSI Logic Corporation.
HA-x (Bus x Dev xx)Series 511 40 Logical Drive Firmware
 Standard FW xxx DRAM=16MB(SDRAM)
x Logical Drives found on the Host Adapter.
x Logical Drive(s) handled by BIOS
Press <Ctrl><M> to Run MegaRAID Configuration Utility

Ctrl-M will be executed after POST is over.

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Adapter-01

   Management Menu
Configure
Initialize
Objects
Format
Rebuild
Check Consistency

Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option

Configure Logical Drive(s)

MegaRAID Configuration Utility TOPメニュー（Management Menu）画面
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チェック�

ディスクアレイコントローラ交換後に、POST画面に以下のように表示される場合が
あります。これはディスクアレイコントローラとハードディスクドライブにコンフィグレー
ション情報が存在し、この情報が異なっているのが原因です（表示は一例です）。「運用・保
守編」の「トラブルシューティング」－「ディスクアレイについて」を参照してトラブルを解決
してください。

MegaRAID Configuration Utilityの終了

MegaRAID Configuration Utilityの終了方法を以下に示します。

1. MegaRAID Configuration UtilityのTOPメニューで<ESC>キーを押す。

確認のメッセージが表示されます。

2. [Yes]を選択する。

3. 次のようなメッセージが表示されたら、「Ctrl+Alt+Del送信」を右クリックする。

本装置が再起動します。

重要�

上記のようなメッセージが表示されているとき、<CTRL>+<ALT>+<DEL>キーを押しても
再起動することができません。

LSI Logic IDE MegaRAID i4 BIOS Version x.xx MMM  DD, YYYY
Copyright(c) LSI Logic Corporation.
HA-x (Bus x Dev xx)Series 511 40 Logical Drive Firmware
 Standard FW xxx DRAM=16MB(SDRAM)
x Logical Drives found on the Host Adapter.
x Logical Drive(s) handled by BIOS.
Configuration of NVRAM and drives mismatch(Normal mismatch)

Run View/Add Configuration option of Config Utility
Press <Ctrl><H> for WebBIOS Or
Press A Key to Run Configuration Utility Or <Alt><F10> to Continue

Please Press Ctrl-Alt-Del to REBOOT the system.
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メニューツリー

MegaRAID Configuration Utilityの設定一覧を以下に示します。

◇：選択・実行パラメータ　　●：設定パラメータ　　・：情報表示
◆：ロジカルドライブ生成後設定（変更）可能　　　　　＊：実行不可

MegaRAID Configuration Utilityの各種設定値を以下に示します。

◇Configure

　　◇Easy Configuration
　　◇New Configuration
　　◇View/Add Configuration
　　◇Clear Configuration

◇Initialize

◇Objects

　　◇Adapter

　　　　◇Clear Configuration
　　　　●FlexRAID PowerFail 
　　　　＊Memory Type
　　　　●Fast Initialization
　　　　＊Disk Spin up Timing
　　　　＊Chip Set Type
　　　　●Cache Flush Timing
　　　　●Rebuild Rate
　　　　●Alarm Control
　　　　◇Other Adapter Information

　　　　　　・FW Support
　　　　　　・FW Ver
　　　　　　・BIOS Ver
　　　　　　・DRAM
　　　　　　・Adapter Type

　　　　◇Factory Default
　　　　●Disable(Enable) BIOS
　　　　●Emulation
　　　　●Auto Rebuild
　　　　●Multiple PCI Delayed Trans
　　　　●Force Boot
　　　　●Coercion Algorithm

BA

メニュー    説明

：Configuration設定を行う

：Configurationの設定（固定値使用）
：Configurationの新規設定
：Configurationの追加設定、表示
：Configurationのクリア

：ロジカルドライブ初期化

：各種設定

：ディスクアレイコントローラ設定

：Configurationのクリア
：リビルド時電源断再起動、続行の設定
：キャッシュ情報
：高速イニシャライズの設定
：ハードディスクのSpin-upの設定
：Chipset情報
：Cache Flushタイミングの設定
：Rebuild Rateの設定
：アラーム音（ON/OFF）設定
：ボード情報表示（FWバージョン他）

：FW種類
：FWバージョン
：BIOSバージョン
：メモリ容量
：ボードシリーズNo.

：デフォルト値に設定
：BIOS Enable/Disable設定
：制御モード設定
：オートリビルドEnable/Disable設定
：PCIバスブリッジの設定
：コンフィグレーション情報（HDD）の強制設定
：ハードディスク最大容量設定パラメータ

＊1

＊2

＊3
＊4
＊5

＊6

＊9

＊7
＊8

＊10
＊11
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　　◇Logical Drive

　　　　◇Logical Drive

　　　　　　◇Initialize
　　　　　　◇Check Consistency
　　　　　　◇View/Update Parameters

　　　　　　　　・　RAID
　　　　　　　　・　SIZE
　　　　　　　　・　Stripe Size
　　　　　　　　◆√Write Policy
　　　　　　　　◆√Read Policy
　　　　　　　　◆√Cache Policy
　　　　　　　　◆√FlexRAID Virtual Sizing

　　　　　　　　・#Stripes
　　　　　　　　・State

　　◇Physical Drive

　　　　◇Rebuild
　　　　＊Format
　　　　◇Make Online
　　　　◇Fail Drive
　　　　◇Make HotSwap
　　　　◇View Drive Information

　　　　　　・Device Type
　　　　　　・FW Support
　　　　　　・Vender ID
　　　　　　・Product ID
　　　　　　・Revision
　　　　　　・Media Errors
　　　　　　・Other Errors

　　　　＊Synchronous Negotiation
　　　　●Set Write Cache

　　＊Channel
　　＊Battery Information
　　＊Reset Battery Charge Counter

＊Format
◇Rebuild
◇Check Consistency

BA

メニュー    説明

：ロジカルドライブ操作

：ロジカルドライブの選択

：ロジカルドライブの初期化
：ロジカルドライブの冗長性チェック
：ロジカルドライブ情報表示

：RAIDレベルの表示
：ロジカルドライブの容量表示
：ストライプサイズの表示
：Writeモードの設定
：Readモードの設定
：キャッシュモードの設定
：バーチャルサイジングのEnable/Disable設定
　
：ストライプサイズの表示
：ロジカルドライブの状態表示

：物理ドライブ操作

：リビルドの実行
：ローレベルフォーマットの実行
：ディスクをオンラインにする
：ディスクをオフラインにする
：オートリビルド用スタンバイディスクに設定
：ハードディスク情報の表示

：ハードディスクの種類
：ハードディスクの容量
：ハードディスクのベンダ名
：ハードディスクの型番
：ハードディスクのレビジョン
：ハードディスクのメディアエラー発生数
：ハードディスクのその他エラー発生数

：同期パラメータの設定
：ハードディスクのキャッシュの設定

：チャネルの設定
：バッテリ情報
：充電回数のクリア

：ローレベルフォーマットの実行
：リビルドの実行
：ロジカルドライブの冗長性チェック

＊12

（注）「Enable」に設定しないでください。
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出荷設定変更について

No. 設定パラメータ 出荷設定 Factory Default 出荷設定変更

＊1 FlexRAID PowerFail ENABLED ← 不可

＊2 Fast Initialization ON ← ○

＊3 Cache Flush Timing Every 4 Seconds ← 不可

＊4 Rebuild Rate 30% ← ○

＊5 Alarm Control Disable Alarm Enable Alarm
(「重要」の1項参照) ○

＊6 Disable(Enable) BIOS Enable
(表示：Disable BIOS) ← 不可

＊7 Emulation MASS STORAGE ← 不可

＊8 Auto Rebuild ENABLED ← 不可

＊9 Multiple PCI Delayed Trans ENABLED ← 不可

＊10 Force Boot OFF ← 不可

＊11 Coercion Algorithm NONE ← 不可

＊12 Set Write Cache Disabled ← 不可

以下の項目は、設定を変更することができます。設定を変更したい場合は、各説明に
従って設定してください。

＊2　Fast Initialization: 設定値｢On｣を推奨します。「On」設定ではディスクの先頭領
域のみInitializeを行います。

＊4　Rebuild Rate: 設定値「30%」を推奨します。
＊5　Alarm Control: 「Enabled」設定で、ハードディスクドライブの故障やリビル

ド時などにスピーカが鳴ります。通常は「Disabled」で使用
してください。

重要�

ⓦ ｢Factory Default｣実行時は、設定値が変更になります。｢Factory Defaults｣
実行後は、各パラメータの再設定を行ってください。

ⓦ MegaRAID Configuration Utilityのバージョンによっては、｢Factory Default｣
の設定値が変更される場合があります。｢Factory Defaults｣実行後は、各パラメータ
の設定を確認してください。

ⓦ ｢Factory Defaults｣実行後、本装置の再起動が必要です。
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MegaRAID Configuration Utility操作手順

ここでは、MegaRAID Configuration Utilityの操作手順について説明します。

Configurationの新規作成/追加作成

Configurationの新規作成/追加作成の流れを以下に示します。

MegaRAID Configuration Utility の起動

　　　パラメータの確認／設定

　　Configuration 情報の新規設定
（パックの設定／ロジカルドライブの設定）

ロジカルドライブの設定内容確認

ロジカルドライブの初期化

MegaRAID Configuration Utility の終了

1. MegaRAID Configuration Utilityを起動し、各種設定パラメータを確認する。

2. TOPメニュー(Management Menu)より、「Configure」→「New Configuration」を選択する。

　　　　 　 追加作成の場合は、「View/add Configuration」を選択します。

重要�

「New Configuration」でConfigurationを作成の場合、既存のConfiguration情報がクリア
されます。既存のConfiguration情報に追加作成の場合は、「View/add  Configuration」を
選択してください。
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重要�

ハードディスクドライブを選択後（ONLIN表示）、選択を解除（READY）に戻したい場合は再
度、<SPACE>キーを押すと戻ります。

3. 確認のメッセージ(Proceed?)が表示されるので、「Yes」を選択する。

SCAN  DEV I C Eが開始され（画面下にスキャンの情報が表示されます）、終了すると、
｢New Configuration - ARRAY SELECTION MENU｣画面が表示されます。

重要�

Channel-4のハードディスクドライブは、カーソルの移動によって画面が移動できます。

4. カーソルキーでハードディスクドライブにカーソルを合わせ、<SPACE>キーを押す。

ハードディスクドライブが選択され、選択したハードディスクドライブの表示がREADYから
ONLINになり、“Axx-xx”が点滅します。

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Adapter-01

   Management Menu
Configure
Initialize
Objects
Format
Rebuild
Check Consistency

SPACE-Sel ,ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives ,F4-HSP

Ch-1 ID-0   DISK     xxxxxMB     VenderID     ProductID     Revision

New Configuration - ARRAY SELECTION MENU

Channel-1ID

0 M

1 S

Channel-2ID

0 M

1 S

 READY

Channel-3ID

0 M

1 S

 READY READY

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Adapter-01

   Management Menu
Configure
Initialize
Objects
Format
Rebuild
Check Consistency

SPACE-Sel ,ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives ,F4-HSP

Ch-1 ID-0   DISK     xxxxxMB     VenderID     ProductID     Revision

New Configuration - ARRAY SELECTION MENU

Channel-1ID

0 M

1 S

Channel-2ID

0 M

1 S

 ONLIN A01-02

Channel-3ID

0 M

1 S

 ONLIN A01-03 ONLIN A01-01



169

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
編

5. ハードディスクドライブの選択が完了したら、<Enter>キーを押す。

本装置がサポートするRAIDレベルで必要とするハードディスクドライブの台数は以下のとおりで
す（本体には4台のハードディスクドライブを搭載しています）。

－ RAID 5（出荷時の設定）: 3台以上
－ RAID 1: 2台
－ RAID 0: 2台以上

ヒント�

すべてのハードディスクドライブを選択してもかまいません。また、余ったハードディスクド
ライブをスタンバイディスク（ホットスペア）として用意することもできますが、ハードディス
クドライブの総容量は小さくなります（ホットスペアの設定はこのユーティリティかPower
Console Plusを使って指定してください）。

ハードディスクドライブの選択が確定し、Axx-xx”の点滅が止まります。

6. <F10>キーを押してロジカルドライブの作成を行う。

「Logical Drives Configure」画面が表示されます。

7. カーソルキーで、｢RAID」、｢Size」、｢Advanced Menu｣を選択し、<Enter>キーを押す。

選択したい項目を確定させ、各値を設定します。｢Advanced｣を選択すると、｢Advanced｣画面
が表示されます。
それぞれの項目の詳細な設定については、次ページを参照してください。

8. すべての設定が完了したら、「Accept」を選択して、<Enter>キーを押す。

ロジカルドライブが生成され、「Logical Drive Configured」画面にロジカルドライブが表示され
ます。

9. ロジカルドライブを生成したら、<ESC>キーを押して画面を抜け、「Save Configuration?」画面
まで戻り、「Yes」を選択する。

Configurationがセーブされます。

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Adapter-01

   Management Menu
Configure
Initialize
Objects
Format
Rebuild
Check Consistency

SPACE-Sel ,ENTER-EndArray ,F10-Configure ,F2-Drv. Info ,F3-Logical Drives ,F4-HSP

Ch-1 ID-0   DISK     xxxxxMB     VenderID     ProductID     Revision

New Configuration - ARRAY SELECTION MENU

Channel-1ID

0 M

1 S

Channel-2ID

0 M

1 S

 ONLIN A01-02

Channel-3ID

0 M

1 S

 ONLIN A01-03 ONLIN A01-01

Logical Drive Configured
LD      RAID      Size       #Stripes        Strpsz        Drive-State
1           5         xxxxMB        4             64KB          OPTIMAL

Logical Drive 01
RAID = 5
Size = xxxxMB
Advanced Menu
Accept
Span = NO

Advanced
StripeSize = 64KB
Write Policy = WRTHRU
Read Policy = NORMAL
Cache Policy = DirectIO
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パラメータ 備考

0 ストライピング(冗長性はありません)

1 ミラーリング(冗長性はあります)

3 選択しないでください。

5 ストライピング+パリティ(冗長性はあります)

10. Configurationのセーブ完了メッセージが表示されたら、<ESC>キーでTOPメニュー画面まで戻
る。

11. TOPメニュー画面より「Objects」→「Logical Drive」→「Vieｗ/Add Parameters」を選択して
ロジカルドライブの情報を確認する。

　　　　　 「Write Policy」、「Read Policy」、「Cache Policy」の設定値は変更が可能です。

重要�

ⓦ ここで必ず、「√FlexRAID Virtual Sizing」が「DISABLED」に設定されていることを確
認してください。

ⓦ 「ENABLED」に設定しないでください。

ⓦ バーチャルサイジング機能は、仮想的な大きいサイズのディスク容量をオペレーティングシ
ステムに見せているため、使用方法を誤ると、オペレーティングシステムのインストールや
ディスク領域の確保ができません。

12. TOPメニュー画面より「Initialize」を選択する。

「Logical Drives」画面が表示されます。

13. Initializeを行うロジカルドライブを＜SPACE＞キーを押して選択する。

　　　　　　 <F2>キーを押すと、表示されているすべてのロジカルドライブが選択されます。

14. ロジカルドライブを選択したら、<F10>キーを押してInitializeを行う。

　　　　　　 実行確認画面が表示されるので、「Yes」を選択するとInitializeが実行されます。

「Initialize Logical Drive Progress」画面のメータ表示が100％になったら、Initializeは完了です。

<ESC>キーでTOPメニューまで戻って、MegaRAID Configuration Utilityを終了してください。

ここでは、「Logical Drives Configured」画面の設定項目について説明します。

ⓦ RAID

RAIDレベルの設定を行います。次の表を参照して、設定してください。パックを組んだ
ハードディスクドライブの数によって、選択可能なRAIDレベルが変わります。

ⓦ Size

ロジカルドライブのサイズを指定します。アレイコントローラ1枚で最大40個のロジカ
ルドライブが作成できます。
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パラメータ 備考

2

4

8

16

32

64 デフォルト表示、推奨設定値

128

ⓦ Advanced Menu

ストライプサイズ、Write Policy、Read Policyなどの設定を行います。

－ StripeSize

ストライプサイズの設定を行います。次の表を参照して設定してください。

－ Write Policy

Write Policyの設定を行います。次の表を参照して設定してください。

パラメータ 備考

WRTHRU ライトスルー
デフォルト表示

WRBACK ライトバック

重要�

WRBACKに設定すると、電源瞬断などの事故によりデータを損失する危険があり
ます。無停電電源装置（UPS）などの電源装置の利用をお勧めします。

－ Read Policy

Read Policyの設定を行います。次の表を参照して設定してください。

パラメータ 備考

NORMAL 先読みを行わない。
デフォルト表示、推奨設定値

READHEAD 先読みを行う

ADAPTIVE 2回連続して継続したセクタに対して
アクセスを行った場合、先読みを行う。
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パックを組んだハードディスクドライブの構成がSPAN設定可能な場合は、デフォル
トで「YES」が表示されます。

パラメータ 備考

CANSPAN SPAN=YES

NOSPAN SPAN=NO

－ Span

Span設定を行います。SpanはRAID 10の機能です。本装置ではRAID 10はサポー
トしていないので、設定を「NOSPAN」のままにしてください。

パラメータ 備考

Cached IO
リード時にハードディスクからのリードデータを一旦、ディスク
アレイコントローラ内のキャッシュに書き込み、キャッシュ内
から基本装置にデータを転送します。

Direct IO

リード時にハードディスクからのリードデータをダイレクトに
基本装置へデータ転送し、同時にディスクアレイコントローラ内
のキャッシュにも書き込みます。
デフォルト表示、推奨設定値

－ Cache Policy

Cache Policyの設定を行います。次の表を参照して設定してください。
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マニュアルリビルド

マニュアルリビルド実行の流れを以下に示します。

ハードディスクの交換

MegaRAID Configuration Utility の起動

パラメータの確認／設定

リビルド実行

MegaRAID Configuration Utility の終了

1. ハードディスクドライブを交換し、本装置を起動させる。

重要�

FAILになっていないハードディスクドライブを交換する場合は、必ず各ユーティリティで交換
するハードディスクドライブをFAILにしてから交換してください。

2. MegaRAID Configuration Utilityを起動し、各種設定パラメータを確認する。

3. TOPメニューより、「Rebuild」を選択する。

以下のような「Rebuild - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU」画面が表示されます。
　　　　　　 以降はChannel-1～3にハードディスクドライブを3台接続した例で説明します。

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Adapter-01

   Management Menu
Configure
Initialize
Objects
Format
Rebuild
Check Consistency

SPACE-(De)Select ,F10-Start Rebuild ,F2-Drive Information ,F3-View Logical Drives

Ch-1 ID-0   DISK     xxxxxMB     VenderID     ProductID     Revision

Rebuild   - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU

Channel-1ID

0 M

1 S

Channel-2ID

0 M

1 S

 ONLIN A01-02

Channel-3ID

0 M

1 S

 FAIL     A01-03 ONLIN A01-01



174

4. 「FAIL」になっているハードディスクドライブにカーソルを合わせ、<SPACE>キーで選択する。

ハードディスクドライブが選択されると、「FAIL」の表示が点滅します。

5. ハードディスクドライブの選択が完了したら、<F10>キーを押してリビルドを実行する。

6. 確認の画面が表示されるので、「Yes」を選択する。

リビルドがスタートします。

「Rebuild Physical Drives in Progress」画面のメータ表示が100％になったらリビルド完了
です。

<ESC>キーでTOPメニューまで戻って、MegaRAID Configuration Utilityを終了してください。
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ホットスペアの設定

ホットスペアの設定の流れを以下に示します。

1. ホットスペア用のハードディスクドライブを実装し、本装置を起動させる。

2. MegaRAID Configuration Utilityを起動し、各種設定パラメータを確認する。

3. TOPメニューより、「Objects」→「Physical Drive」を選択する。

以下のような「Objects - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU」画面が表示されます。
　　　　　　 以降はChannel-1～4にハードディスクドライブを4台接続した例で説明します。
　　　　　　 （Channel1～3はONLIN状態、Channel-4はREADY状態、画面はChannel2～4の画面に移動）

ハードディスクの実装

MegaRAID Configuration Utility の起動

パラメータの確認／設定

ホットスペアの設定

MegaRAID Configuration Utility の終了

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Adapter-01

   Management Menu
Configure
Initialize
Objects
Format
Rebuild
Check Consistency

ENTER-Physical Drive Object Menu ,F2-Drive Information ,F3-View Logical Drives

Ch-1 ID-0   DISK     xxxxxMB     VenderID     ProductID     Revision

Objects   - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU

Channel-2ID

0 M

1 S

Channel-3ID

0 M

1 S

 ONLIN A01-02

Channel-4ID

0 M

1 S

 READY ONLIN A01-01
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4. ホットスペアに設定するハードディスクドライブにカーソルを合わせて、<ENTER>キーを押す。

「Channel X, Target X」の画面が表示されます。

5. 「Make HotSpare」を選択する。

確認の画面が表示されます。

6. 「Yes」を選択する。

ハードディスクドライブの表示が、「HOTSP」に変更されます。

7. <ESC>キーでTOPメニューまで戻って、MegaRAID Configuration Utilityを終了させる。

MegaRAID BIOS Config Utility(40-Ld) Verx,xx mmm dd, yyyy Adapter-01

   Management Menu
Configure
Initialize
Objects
Format
Rebuild
Check Consistency

ENTER-Physical Drive Object Menu ,F2-Drive Information ,F3-View Logical Drives

Ch-1 ID-0   DISK     xxxxxMB     VenderID     ProductID     Revision

Objects   - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU

Channel-2ID

0 M

1 S

Channel-3ID

0 M

1 S

 ONLIN A01-02

Channel-4ID

0 M

1 S

 HOTSP ONLIN A01-01

チェック�

ⓦ ホットスペアの設定を取り消すには、「Objects」→「Physical Drive」→「Fail Drive」を
選択します。

ⓦ ホットスペア用ハードディスクドライブが複数（同一容量）ある場合は、CH番号/ID番号
が
小さいハードディスクドライブから順にリビルドが実施されます。
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Consistency Check

Consistency Checkの実行の流れを以下に示します。Consistency Checkをスケジュール
設定については、EXPRESSBUILDER CD-ROMにあるオンラインドキュメントの「Power
Console Plusユーザーズガイド」を参照してください。

MegaRAID Configuration Utility の起動

パラメータの確認／設定

Consistency Checkの実行

MegaRAID Configuration Utility の終了

1. MegaRAID Configuration Utilityを起動し、各種設定パラメータを確認する。

2. TOPメニューより、「Check Consistency」を選択する。

「Logical Drives」の画面が表示されます。

3. Consistency Checkを行うロジカルドライブにカーソルを合わせ、スペースキーを押す。

ロジカルドライブが選択されます。

　　　　　 また、<F2>キーを押すと、表示されているすべてのロジカルドライブが選択されます。

4. ロジカルドライブを選択したら、<F10>キーを押して、Consistency Checkを行う。

　　　　　　 確認画面が表示されるので、「Yes」を選択するとConsistency Checkが実行されます。

「Check Consistency Progress」画面のメータ表示が100％になったら、Consistency Checkは
完了です。

5. <ESC>キーでTOPメニューまで戻って、MegaRAID Configuration Utilityを終了させる。

重要�

コンフィグレーションの作成を行った時は、必ずConsistency Checkを実行してくださ
い。
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「Rebuild Rate」

Rebuild Rateを設定します。

TOPメニューより、「Objects」→「Adapter」→「Rebuild Rate」を選択すると、「Rebuild
Rate」を0％～100％の範囲で設定することができます。デフォルト値は（設定推奨値）30％
です。

「ハードディスクドライブ情報」

ハードディスクドライブの情報を確認できます。

TOPメニューより、「Objects」→「Physical Drive」→ハードディスクドライブ選択→「View
Drive Information」を選択してください。

「フォーマット」

「Format」機能はサポートしていません。

その他の項目の設定方法

ここでは、その他の項目の設定方法を示します。

「Clear Configuration」

コンフィグレーション情報のクリアを行います。

TOPメニューより、「Conf igure」→「Clear  Conf igurat ion」を選択して、「Clear
Configuration」を実行すると、ディスクアレイコントローラ、ハードディスクドライブのコ
ンフィグレーション情報がクリアされます。「Clear Configuration」を実行すると、ディス
クアレイコントローラのすべてのチャネルのコンフィグレーション情報がクリアされます。

チェック�

ⓦ ディスクアレイコントローラとハードディスクドライブのコンフィグレーション情報が
異なる場合、（ディスクアレイコントローラ不具合による交換時以外）、ディスクアレイ
コントローラのコンフィグレーション情報を選んだとき、コンフィグレーションが正常
に行えません。その場合には、｢Clear Configuration｣を実施し、再度、コンフィグレー
ションを作成してください。

ⓦ ロジカルドライブ単位の削除は、MegaRAID Configuration Utilityではできません。
Power Console Plusを使用してください。

「Make Online」

「Make Online」は実行しないでください。

「Alarm Control」

アラームのON/OFF設定、現在鳴っているアラームの停止を行います。

TOPメニューより、「Objects」→「Adapter」→「Alarm Control」を選択して、「Alarm
Control」を実行すると、アラームのON/OFFを設定したり、現在鳴っているアラームを停止
することができます。

設定項目 設定内容

Disable Alarm アラームOFF設定

Enable Alarm アラームON設定

Silence Alarm 現在鳴っているアラームを停止させます。
設定はON設定のまま。
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オプションPCIボードのBIOS
オプションとしてSCSI機器と接続するためのSCSIコントローラやネットワークインタフェースカード
（NIC）、RAIDコントローラをサポートしています。
これらのオプションボード上にもボードボード用のBIOSユーティリティが搭載されている場合がありま
す。BIOSユーティリティの操作方法や注意事項については、ボードに添付の説明書を参照してください。

重要�

SCSIコントローラで、OSがインストールされたハードディスクドライブを接続しない場
合は、そのボードのROM展開（BIOSユーティリティの起動など）を無効に設定してくださ
い。またネットワークブートを行わないNICのROM展開も無効にしておくことで、メモリ
の消費を防ぎ、ブート時間を短縮させることができます。
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リセット
Expressサーバが動作しなくなったときに参照してください。

リセット

リセットにはスイッチによるハードリセットとキーボードからのソフトリセットの2つがあ
ります。

重要�

リセットは、ExpressサーバのDIMM内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし
まいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、Expressサーバがなにも
処理していないことを確認してください。

ⓦ ハードリセット

Expressサーバ前面にあるRESETスイッチを押し
ます。

ⓦ ソフトリセット

OSが起動する前にExpressサーバが動作しなく
なったときは、<Ctrl>キーと<Alt>キーを押しなが
ら、<Delete>キーを押してください。Express
サーバがリセットされます。

強制シャットダウン

OSからExpressサーバをシャットダウンできなく
なったときや、POWERスイッチを押しても電源を
OFFにできなくなったとき、リセットが機能しない
ときなどに使用します。

ExpressサーバのPOWERスイッチを4秒ほど押し続
けてください。電源が強制的にOFFになります。（電
源を再びONにするときは、電源OFF（強制シャット
ダウン）から約10秒ほど待ってから電源をONにして
ください。）

重要�

リモートパワーオン機能を使用している場合
は、一度、電源をONにし直して、OSを起動
させ、正常な方法で電源をOFFにしてくださ
い。

4秒以上押し
続ける
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